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菊文館 菊老福菊池市文化会館 菊池老人福祉センター
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。
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kouhou@city.kikuchi.lg.jp

編
集
後
記

デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

▼
今
月
の
特
集
は
し
す
い
孔
子

公
園
夏
ま
つ
り
。
花
火
大
会
を

続
け
る
た
め
に
奔
走
す
る
人
た

ち
を
取
材
し
ま
し
た
。
夏
祭
り

実
行
委
員
の
「
一
人
一
人
の
小

さ
な
協
力
で
大
き
な
花
火
が
上

が
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

私
も
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。　

  

楳
田

▼
菊
池
人
掲
載
の
原
さ
ん
宅
で
、

日
本
百
名
山
の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を

発
見
。
日
本
百
名
城
巡
り
は
99

城
と
リ
ー
チ
の
私
、
新
た
な
百

名
〇
＆
収
集
欲
を
煽
る
グ
ッ
ズ

の
出
現
に
、
百
名
山
も
挑
み
た

く
な
り
ま
し
た
。
な
お
百
名
山
、

最
も
標
高
が
低
い
筑
波
山
の
み

登
り
ま
し
た
。
し
か
も
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
…
。
前
途
多
難
。 

伊
藤

▼
最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
も
ず

く
と
甘
酒
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は

両
方
と
も
苦
手
で
し
た
。
歳
を

と
る
と
味
覚
が
変
わ
る
と
言
い

ま
す
が
、
足
り
な
い
栄
養
素
を

補
う
た
め
な
の
か
も
。
種
類
も

た
く
さ
ん
あ
っ
て
味
比
べ
す
る

の
も
楽
し
み
の
一
つ
に
。
い
ず

れ
過
ぎ
去
る
ブ
ー
ム
を
今
は
満

喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

野
中

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
10/30 10/31 1

◆菊人形・菊まつり
～11/15まで
9:00 ～17:00
菊池市民広場

2
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

3 文化の日
◆泗水秋まつり
9:00 ～孔子公園
◆第31回しすいコ
スモスマラソン大会
泗水孔子公園
9:40スタート
◆アートフェスティ
バル～11/6まで
10:00 ～17:00
旧龍門小学校ほか

4
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

5
◆第６回市場感謝
祭
10:00 ～16:00
JA 熊本山鹿青果市
場内
●中央おたのしみ
会
10:30 ～菊公図

6 7
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

8
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

9
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

10
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
◆世界糖尿病デー in
きくち�
13:00 ～15:30
菊池郡市医師会立
病院

11
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

12
◆サニーサイド秋ま
つり�
10:00 ～13:00
障がい者支援施設
サニーサイド
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図

●七城おはなし会 
14:00 ～七公図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

13
◆きくち観光物産館
秋の収穫祭�
8:30 ～15:00
きくち観光物産館
◆第13回戸崎よい
とこ祭�
10:00 ～15:30
戸崎小学校
◆第４回菊池米食味
コンクール
11:30 ～
菊池市総合体育館
メインアリーナ

14
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

15
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ
■菊池創業セミ
ナー�
14:30 ～16:00
菊池市商工会２階
会議室

16
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）七多セ
■行政無料相談
10:00 ～12:00
七多セ
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

17
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

18
◆第５回わくわく健
康セミナー�
10:00 ～12:00
七城温泉ドーム
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）菊中公
◆ほの宵まつり
～12/3までの毎
週㈮㈯　
17:00 ～21:00
菊池神社他

19
●おたのしみ会
10:30 ～菊公図
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
◆千年の風の日（音
楽ライブ・屋台）
15:00 ～21:00
菊池松囃子能場

20
◆第30回龍門ふる
さとまつり�
9:30 ～
竜門ダムエントラ
ンス広場
●泗水としょかん
まつり
10:00 ～泗　図

21
■納税相談夜間窓
口�
～11/25まで
～20:00税務課

22
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●２歳６カ児歯科
健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）菊中公

23 勤労感謝の日
◆第19回居屋敷の
里交流会�
10:30 ～14:00
菊池市社会福祉協
議会七城支所駐車
場

24
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

25
●おはなしの部屋 
11:00 ～泗　図
■菊池創業セミ
ナー�
14:30 ～16:00
菊池市商工会２階
会議室

26
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
◆中村雅俊アコー
スティックコン
サート16:00 ～
菊文館
◆第44回菊池まち
づくり道場�
19:00 ～松倉邸

27
◆軽トラ朝市
7:30 ～ 11:30
迎町・中央区・立町
◆きくちマルシェ�
9:00 ～ 15:00
菊池市民広場

28 29 30
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

12/1 12/2 12/3
◆第18回米・食味分
析鑑定コンクール国
際大会⑭9:00 ～
菊池市総合体育館メ
インアリーナほか
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図
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９月末の人の動き
人　口 対前月比

総人口：49,729 人 13
　 菊池：24,828 人 26
　 七城： 5,408 人 － 4
　 旭志： 4,708 人 － 10
　 泗水：14,785 人 1
男　性：23,873 人 6
女　性：25,856 人 7
世　帯： 18,802 世帯 28

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,537 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 27,828 人 57%
65 歳以上 　： 15,364 人 30%

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
3 菊池人　原 公臣さん

4 平成28年度熊本地震 義援金・寄附金

5 一・五尺の思いを乗せて
8 生活支援に関する情報

10 ノルウェー王国が東京五輪の合宿地に菊池市を選定

11 きの婚
13 国民年金情報

14 第18回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会
16
17

プラチナ未来人財育成塾参加報告
社会を明るくする運動　高校生の部優秀作文

18 健診のすすめ
体の異常は見た目だけでは分かりません

20 健康だより
薬物乱用 ダメ。ゼッタイ。
Ｂ型肝炎予防接種／歯ッピーキッズ

22
23

文芸きくち
図書だより

24
25

シリーズ菊池遺産／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ こんにちは金です

26

～

35

情報つう
▼お知らせ
秋の狂犬病予防集合注射／ 11 月は児童虐待防止推進月間です／
菊池市の放射線量／健全化判断比率・資金不足比率（平成 27 年
度決算）を公表します／ 11 月の「税」の納期限 11 月 30 日㈬／
介護予防ミニ講座／熊本県最低賃金が改正されました／お詫びと
訂正

▼募集
観光案内人養成講座参加者募集／職業訓練コース受講生募集／
障がい者対象職業訓練受講生募集／危険物事故防止対策論文募
集／保育園で働きたい人の人材バンク登録募集／市営住宅補充入
居者を募集します／いきいき養生塾第２期参加者募集（夜コース）
／アクティビティ & 癒し参加者募集／危険物安全週間推進標語募
集／熊本県立高等技術専門校販売実務科訓練生募集／民泊に興
味のある人募集／入園児を募集します／泗水幼稚園園児募集／障
がい者対象職業訓練生募集／楽しみながら国際交流してみません
か／講習会受講者募集／農地を貸したい人・借りたい人を募集して
います

▼相談・講演・講習
納税相談夜間窓口を開設します／認知症介護家族のつどい／男女
共同参画専門委員相談／もの忘れ相談会／熊本県ハンセン病問題
啓発フォーラム２０１６／菊池創業セミナー／県自然環境講座「生
物多様性くまもとセミナー」

▼イベント・その他
第 44 回菊池まちづくり道場／世界糖尿病デー㏌きくち／未就学
児のためのすくすく講座／菊池市成人式／第 19 回居屋敷の里交
流会／第５回わくわく健康セミナー／発見！ 広がる未来第 76 回
科学展／きくち観光物産館秋の収穫祭／菊池を癒やしと健康の街
に温泉ヨガ教室／オートポリス営業再開／AR 動画の視聴方法／
デタポン／安心安全メールをご利用ください！／市民の広場

36
37

地域おこし協力隊を紹介します！／シリーズ菊池の企業
菊池っ子だより

38 TOPICS ～まちの話題～
42
43

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙
七城のコスモブリッジを背
後に臨む、コスモス畑です。
10 月 22 日には七城ふる
さとコスモスまつりが開催。
あいにくの雨模様でしたが、
ウオーキング大会の「歩き
愛
め

です」には約 1,000 人が
参加し、傘をさしながらコ
スモスを楽しむ姿が見られ
ました。

■マチイロとは
　いつでもどこでも広報紙を読むことが
できるようになるスマートフォン用無料ア
プリです。毎月広報紙が発行されるとお知
らせが届きます。他の自治体の広報紙も
読むことができます。詳しくはマチイロの
ホームページをご覧ください。
Ⓗ http://machiiro.town/

↑マチイロ
 ホームページ 

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

画家

原 公臣さん41

1_ 古希のお祝いに、過去に描いた作品 249 枚を収めた装丁本を息子夫婦がプレゼント。
「感激した」　2_ 登山に関する作品はスケッチブック 62 冊、1400 枚近く。山に登って
はひたすら描き続けた　3_ リビングで絵を描くのが日課

２１ ３

少しずつやれば
いつかはできる

Profile　はら・こうしん
昭和 18 年 11 月 17 日生まれ。毎朝３時
に起床。時間を見つけてはボールペン画
の制作に取り組んだ。絵を飾る額縁を自
作するなど物作りが得意。自宅で家庭菜
園を楽しむほか、地域活動にも積極的に
参加し、イデベンチャーや竹細工教室の
手伝いにも精を出す。原細長区在住。72歳。

　

モ
ノ
ク
ロ
な
の
に
、
ま
る
で
本
当
に
水
が

流
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
千
畳
河
原
の
風

景
画
。「
出
来
栄
え
に
自
信
が
無
く
て
、
知

り
合
い
数
人
に
し
か
見
せ
た
こ
と
が
な
い
ん

だ
」
と
謙
遜
す
る
が
、
写
実
的
か
つ
繊
細
な

絵
の
正
体
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
よ
る
無
数
の

点
と
線
。
制
作
に
約
13
カ
月
か
か
っ
た
、
渾

身
の
力
作
だ
。

　

小
さ
い
と
き
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
。

水
彩
画
で
身
近
な
風
景
を
描
い
て
い
た
が
、

50
歳
を
超
え
た
頃
、
友
人
か
ら
誘
わ
れ
た
鞍

岳
登
山
で
壮
大
な
景
色
に
心
を
奪
わ
れ
、
登

山
に
も
の
め
り
込
ん
だ
。
北
ア
ル
プ
ス
や
北

海
道
の
山
々
に
も
挑
戦
。
撮
影
し
た
写
真
を

も
と
に
、
家
で
絵
を
描
く
こ
と
が
習
慣
に

な
っ
た
。

　

４
年
ほ
ど
前
に
心
臓
の
病
気
を
患
い
登
山

を
引
退
し
た
が
、「
絵
を
描
い
て
い
る
と
山

に
登
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
る
」

と
山
へ
の
思
い
は
変
わ
ら
な
い
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
旺
盛
で
、
約
３
年
前
に
は
白
黒
の
世

界
も
追
及
し
て
み
た
い
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
画
に

挑
戦
。「
修
正
で
き
な
い
か
ら
大
変
。
し
か
も
、

１
日
で
数
セ
ン
チ
四
方
し
か
描
け
な
い
」
と

打
ち
明
け
る
。
そ
れ
で
も
情
熱
を
注
ぎ
続
け
、

こ
れ
ま
で
に
縦
57
セ
ン
チ
、
横
１
９
６
セ
ン

チ
の
絵
を
含
む
３
点
の
作
品
を
制
作
し
た
。

「
少
し
ず
つ
完
成
に
近
づ
い
て
い
く
の
が
楽

し
い
。
出
来
上
が
っ
た
と
き
の
達
成
感
も
ひ

と
し
お
で
す
」

　

大
作
を
描
き
終
え
、
今
は
次
の
作
品
の

構
想
を
練
っ
て
い
る
。「
ま
た
描
き
た
い
景

色
を
見
つ
け
て
制
作
に
取
り
掛
か
り
た
い
」。

ま
た
鮮
や
か
な
モ
ノ
ク
ロ
の
世
界
を
創
り
出

し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
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「
３
、２
、１
、
ゼ
ロ
！
」

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
掛
け
声
で
花
火
大

会
が
開
幕
。
色
と
り
ど
り
の
花
火
が
菊
池
の

夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

毎
年
８
月
14
日
に
開
催
さ
れ
る
し
す
い
孔

子
公
園
夏
ま
つ
り
。
中
国
伝
統
の
建
築
物
が

並
ぶ
異
国
情
緒
う
漂
う
会
場
と
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
花
火
大
会
が
美
し
い
と
評
判
で
、

毎
回
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
２
発
の
１・
５
尺
玉
の
大
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
が
大
歓
声
に

包
ま
れ
る
な
か
、
い
つ
も
と
は
違
う
思
い
で

空
を
見
上
げ
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

・豊岡市
・柏崎市
・㈱サンワ 代表取締役社長 三溝寛行
・愛知の教育を考える会 杉田謙一
・元岩手えさし菊池の会 会員一同
・JAおうみ冨士青壮年会絆の会 魚住会
・㈱ジェーオーエー 代表取締役 虻川信太
・全国ボート場所在市町村協議会
・中東康雄
・㈱イノアックコーポレーション
・㈱アビスト 代表取締役社長 進勝博
・㈱アビスト
・㈱アビストH&F
・シンク・エンジニアリング㈱
・清瀬市農業委員会
・㈱トーワ技研工業
・柏崎市議会
・㈲和田機械 和田義臣
・バングラディシュホンダ従業員一同
・全国市議会議長会
・九州市議会議長会
・天使のはね保育園
・向井喜八
・平田俊子
・菊池市ゴルフ協会 会長 岩永誠
・金光教本部
・三好龍孝
・花島益代
・㈱東京ドームスポーツ
・㈱東京ドーム
・兵庫県豊岡市議会
・ 鹿児島県環境保全協会肝属支部 支部長 栗

脇士朗
・九州テイ・エス㈱ 取締役社長 坂倉毅
・㈱恵那川上屋
・柳谷公民館（やねだん）館長 豊重哲郎
・ＷＥＥＫ神山
・東京泗水会
・㈱リープ 会長 水上剛輔
・田淵電機㈱
・（一財）化学及血清療法研究所
・秋葉原交流会（サイトウェーブ合同会社）
・古河電工パワーシステムズ㈱
・スナックソワール 25周年参加者一同 106名
・美容室 髪カロン
・（公財）ブルーシー・アンド・グリーンランド
　財団 会長 梶田功
・日本共産党熊本県委員会
・日本共産党中央委員会
・山田運送㈱ 代表取締役 山田正
・登米市
・上村修三
・川辺町消防団団員一同
・テスコ㈱代表取締役 小林千尋
・㈱山田製作所
・YAMADA North America Inc.山田製作所
・YAMADA SOMBOON Co.,Ltd.山田製作所
・成都天興山田車用部品有限公司山田製作所
・大野城市職員一同
・㈱相模精工 代表取締役 中原照久
・北宮ファイターズ
・㈱豊富牛乳公社 代表取締役 平島亨
・豊富町長・豊富町職員一同
・北宗谷農業協同組合 代表理事組合長 髙谷優
・山清工業㈱
・登米市職員互助会

・西野宗武
・大府市議会
・武田隆弘
・㈲アクティブ
・米・食味鑑定士協会・環境王国認定市町村
   連絡協議会
・金子農機㈱ 代表取締役 金子常雄
・㈱関東甲信クボタ 代表取締役 大和經宜
・㈲アイコンタクト 代表取締役 鈴木和衛
・㈱サンユウ
・遠野市
・遠野市議会
・遠野市農業委員会
・遠野市職員厚生会
・遠野市役所課長会
・遠野市役所課長補佐会
・シンガーソングライター 船越由佳
・細越獅子踊り保存会 会長 瀧澤征幸
・筑波ダイカスト工業㈱ 遠野工場従業員一同
・㈱オサダ岩手事業所互助会
・遠野市区長連絡協議会 会長 内館充幸
・㈱トーノ精密 社員一同
・上閉伊酒造㈱ 代表取締役社長 新里佳子
・ 遠野市区長連絡協議会、遠野菊池の会、遠

野ときめら会
・遠野菊池の会 会長 菊池民彌
・遠野ときめら会 会長 及川増德
・菊池市・西米良村市民交流団
・遠野市地域婦人団体協議会会長 海老糸子
・遠野第６区自治会婦人部 部長 菊池尚子
・ 花巻農業協同組合女性部とおのよつば地域

支部会長 黒田テヨ
・遠野剣道会 会長 菊池長悦
・ ねんりんピック2011剣道岩手県選手団　

古濱久美子
・遠野市民生児童委員協議会 会長 菊池一晃
・遠野市職員退職者の会 会長 臼井悦男
・遠野市食生活改善推進員団体連絡協議会
　会長 菊地セツ子
・菊地セツ子
・ 菊池ライオンズクラブ会長 福島孝次 他会

員一同
・ 沖縄県浦添ライオンズクラブ・大成ホーム

安全協力会一同
・加茂川保育園保護者会 会長 冨田純司
・SWS西日本㈱
・㈲アーキタイプ 代表取締役 荒木信雄
・築上町
・ カラオケイルカ歌謡祭 代表 田代富教 参加

者一同
・菊池ちぎり絵教室一日体験教室受講者
・近畿都市教育長協議会
・西米良村
・西米良村民一同
・緒方貞俊
・（公財）全日本不動産協会熊本県本部
・菊池南中学校男子ソフトテニス部一同
・小谷村長・小谷村議会議長
・旭イノベックス㈱ 代表取締役 星野恭亮
・鹿児島市
・龍郷町
・龍郷町議会
・龍郷町役場課長会
・龍郷町職員組合
・海津市議会議員互助会
・千葉県立津田沼高等学校

・菊池地区ダンプカー協会
・菊池市砂利販売組合
・あがのフレンズ
・関東旭志会
・西部電気工業㈱
・八女市
・覚成寺門徒一同
・さぬき高松ゲストハウスそらうみ
・大串正博
・東京菊池会
・ 神保彰ワンマンオーケストラ遠野実行

委員会 代表 菊池泰二
・アフラック
・東彰子
・東洋物産㈱ 代表取締役社長 岡崎正夫
・菊池時男
・ 平成28年熊本地震に係る友好都市・

菊池市等訪問ミッション合同報告会に
係る意見交換会参加者

・ねまるべ遠野
・遠野小学校３区子ども会
・伝承園入園者
・㈱ぎょうせい
・ダム・発電関係市町村全国協議会
・東京菊池会会長 平山正剛
・大分市
・信州菊池の会
・㈱ダイナム
・全国都市教育長協議会
・東北都市教育長協議会
・海津市役所職員互助会
・㈱アイエヌ
・菊池市自衛隊父兄会
・伊万里市二里町大里区一同
・（一社）漫才協会
・笑顔と夢を絆でプロジェクト
・㈱帆苅組 代表取締役 帆苅信雄
・㈱帆苅組 社員一同
・小松市
・武者絵展実行委員会
・（公財）隊友会
・吉川達郎
・就労継続支援A型事業所エコまぁる
・桜連合有志
・遠藤五一
・上和田有機米生産組合
・大野城和太鼓フェスティバル
・NPO法人 人権センターながの
・齋藤秀美
・岡本自然農園 岡本守夫
・ 菊池市ゴルフ協会（菊池市チャリティ

ゴルフ大会）
・ 熊本地震チャリティイベント熊本ヴォ

ルターズバスケットボールクリニック
㈱東京ドームスポーツ

・全国市議会議長会
・高栄警備保障株式会社
・昭和56年卒業菊池南中学校同窓会一同
・第40回九州自動二輪交友会参加者一同
・千葉岳風会 会長 赤星岳純
・長崎県
・なんと農業協同組合
・菊朋会東京支部 会長 高宗俊雄
・菊池の会 会員一同

※敬称略・順不同（10月14 日現在）

義援金　522 件　102,558,662 円
寄附金　150 件　　54,997,129 円

　熊本地震発生直後から全国各地の皆さまから、励ましのメッセージをはじめ、たくさんの災害支援物資や災害
義援金などをいただいております。公表の承諾をいただきました方のご芳名を掲載させていただきます。今回掲載
した他に489 の個人、団体、事業所の皆さまから義援金・寄附金をいただいております。

平成28年度熊本地震 義援金・寄附金
皆さまの温かいご支援誠にありがとうございました
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　私も以前は商工会青年部に所属
し、しすい孔子公園夏まつりの運営
に携わっていたので、花火大会には
特別な思いがあります。３年前に１．
５尺玉が復活したときは本当にうれ
しかったですね。泗水の夏まつりの
目玉と言えば大きな花火。たくさん
の人が楽しみにしているので、１．
５尺玉大花火の打ち上げはぜひ続け
てほしいです。

協賛企業
続
つづき

誠
せ い

一
い ち

朗
ろ う

さん
（朝日団地区）

　広報きくちにサポーター募金の記
事が載っているのを見て応援しよう
と思いました。以前から何か協力で
きることはないかと考えていたこと
もあり、すぐ商工会に電話しました。
現在の花火の打ち上げ時間は 15 分
と少し短く感じますね。費用の問題
もあると思いますが、もう少し長く
上げてくれるとうれしいです。泗水
の花火を絶やさないでほしいです。

　地区の子どもからお年寄りまでみ
んな花火大会を楽しみにしていま
す。花火の燃え殻が田んぼや道路に
落ちていたり、花火の打ち上げで畑
の防草シートが破れたりと少し頭の
痛いこともあります。でも、実行委
員会やボランティアの皆さんが翌朝
から周辺を掃除されるなど頑張って
いるので、私も自分にできることを
協力したいと思っています。

3

2

4

1_ 実行委員会の坂崎さん㊧と 1.5 尺玉
のレプリカを持つ工藤さん㊨ 2_ 花火
の打ち上げを待つ益城町の子どもたち
3_ 多くの市民団体が祭りを盛り上げる
4_ 会場では 15 団体がバザーを開いた
5_ フィナーレを飾る 1.5 尺玉の大花火

花火サポーター
日

ひ

置
お き

莞
か ん

爾
じ

さん
　   栁

りゆう

子
こ

さん
（富の原一区）

地権者
荒
あ ら

木
き

義
よ し

臣
お み

さん
（久米一区）

5

1

数
が
増
加
。
今
回
は
３
年
前
の
１・
５
倍
と

な
る
約
３
万
人
（
主
催
者
調
べ
）が
訪
れ
ま

し
た
。
来
場
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
駐
車
場

不
足
の
解
消
や
会
場
周
辺
の
渋
滞
緩
和
の
た

め
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。
資
金
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
、
昨
年
か
ら
「
１・
５

尺
玉
サ
ポ
ー
タ
ー
募
金
」を
始
め
、
花
火
大

会
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
民
手
作
り
で

地
域
に
愛
さ
れ
る
祭
り
へ

　
２
発
の
１・５
尺
玉
を
打
ち
上
げ
る
た
め
、

約
２
カ
月
か
け
て
市
内
の
企
業
を
中
心
に

２
７
４
団
体
か
ら
協
賛
金
を
集
め
る
な
ど
資

金
調
達
に
も
奔
走
し
ま
し
た
。「
こ
の
祭
り

は
協
賛
企
業
、
地
権
者
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
地

域
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
た
く
さ
ん
の

人
の
協
力
で
実
施
で
き
て
い
ま
す
。
正
直
、

大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
行
政
任
せ
で

は
な
い
、
住
民
が
つ
く
る
祭
り
だ
か
ら
こ
そ

地
域
に
愛
さ
れ
る
祭
り
に
な
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
来
年
は
ぜ
ひ
、
一
人
一
人
の
思
い
で

花
火
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ

と
今
ま
で
以
上
に
花
火
を
楽
し
め
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
ら
最
高
で

す
ね
」と
二
人
は
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
年
々
人
気
を
増
し
て
い
る
し
す
い
孔
子
公

園
夏
ま
つ
り
。
住
民
の
思
い
が
祭
り
の
魅
力

と
な
り
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

１・５
尺
玉
サ
ポ
ー
タ
ー
募
金

　
花
火
大
会
を
継
続
す
る
た
め
「
１・
５
尺

玉
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
中
で
す
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
菊
池
市
商
工
会
泗
水
支

所
ま
で
。
☎
０
９
６
８（
38
）２
７
０
８

花
火
で
笑
顔
を

　
「
こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
復
興
。
市
民
や
被

災
者
の
皆
さ
ん
を
元
気
づ
け
た
い
と
考
え
、

今
回
初
め
て
２
発
の
１・
５
尺
玉
を
打
ち
上

げ
ま
し
た
」

　
そ
う
語
る
の
は
泗
水
町
街
づ
く
り
対
策
委

員
会
内
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
以
下
実
行
委

員
会
）の
坂さ

か

崎ざ
き

吉よ
し

紘ひ
ろ

さ
ん
で
す
。
今
で
は
祭

り
の
名
物
に
も
な
っ
て
い
る
１・
５
尺
玉
の

大
花
火
。
上
空
約
４
０
０
㍍
で
破
裂
し
、
直

径
約
４
０
０
㍍
の
大
き
さ
に
広
が
り
ま
す
。

破
裂
音
も
大
き
く
、迫
力
満
点
の
花
火
で
す
。

　
今
回
は
市
外
の
被
災
者
に
も
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
益
城
町
立
飯
野
小
学
校
の
児
童

と
保
護
者
約
30
人
を
招
待
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
満
喫
。フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
観
客
と
一
緒
に
打
ち

上
げ
開
始
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
祭
り
も
花
火
も
久
し
ぶ
り
だ
っ

た
よ
う
で
、す
ご
く
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

『
来
年
も
見
た
い
』と
話
し
て
く
れ
る
子
も

い
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

１・５
尺
玉
復
活
へ
の
思
い

　
県
北
で
は
泗
水
町
だ
け
で
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
る
花
火
で
、
一
目
見
よ
う
と
毎
年
大
勢

の
観
客
が
押
し
寄
せ
ま
す
。
旧
泗
水
町
で
平

成
６
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
費
用
削
減
な
ど
を
理
由
に

中
止
。
そ
の
後
、
市
民
や
花
火
フ
ァ
ン
か
ら

復
活
を
求
め
る
声
が
多
く
届
い
た
こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
の
祭
り
で
10
年
ぶ
り
に
復
活

し
ま
し
た
。

　
「
昔
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
か
っ
た
」

と
、
復
活
を
主
導
し
た
実
行
委
員
会
の
工く

藤ど
う

忠た
だ
し

さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。「
費
用

の
問
題
や
警
察
・
消
防
へ
の
許
認
可
、
警
戒

区
域
見
直
し
な
ど
、
課
題
が
多
く
大
変
で
し

た
。
打
ち
上
げ
が
成
功
し
て
会
場
か
ら
歓
声

が
上
が
っ
た
と
き
は
感
無
量
で
し
た
」

　

１・
５
尺
玉
の
復
活
以
降
、
年
々
来
場
者

私たちも応援しています
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生活支援に関する情報
被災者が１日も早く日常の生活を取り戻すために、
役立つ情報や支援制度などを紹介します。
支援を受けるための要件や申請方法など、詳しくは
各担当課、各総合支所や事業所などへお問い合わせ
ください。

各総合支所の問い合わせ先
■七城総合支所　    ☎ 0968(25)1000
■旭志総合支所　    ☎ 0968(37)3111
■泗水総合支所総務民生課
　（証明書・税・年金）☎ 0968(38)2294　
　（その他）   　　　  ☎ 0968(38)2714

証明書
り災証明書・り災届出証明書
　災害で被害を受けた人に「り災証明

（り災届出証明）」の受け付けと発行を
します。災害発生から期間が経過した
場合、り災原因などの判断ができない
ことがありますので、早めに申請して
ください。
●り災証明書
　住家・非住家（建物）
● り災届出証明書
　建物以外のもの（動産など）

【必要書類】印かん、写真（全景・被
害箇所）、位置図、免許証などの本人
確認書類、委任状（同居家族でない人）
証明書の発行手数料の減免
　援助を受ける手続きに使用する場合
は、次の証明書の発行手数料を減免し
ます。

【手数料が減免できる証明書】住民票、
印鑑証明書、税証明など
問市民課　☎ 0968（25）7211
　各総合支所総務民生課

税の減免
市税の減免　
● 市県民税・国民健康保険税・固定資

産税の減免
　 被害の程度に応じて減免します。
問税務課
　市民税係　　　☎ 0968（25）7206
　固定資産税係　☎ 0968（25）7207
　徴税係　　　　☎ 0968（25）7208
　各総合支所総務民生課

災害見舞金・弔慰金など
災害見舞金
　住家などが被災された人に、市が見
舞金を支給します。

【対象】本市住民基本台帳被記録者
【金額】
●全壊の場合
　住家 20 万円以内
　非住家 10 万円以内
●半壊（大規模半壊）の場合
　住家 10 万円以内
　非住家５万円以内

【申請方法】り災証明により、市から
対象者へ通知します。

　災害により死亡された市民のご遺
族、負傷し入院治療（７日以上）を要し
た人に対し、災害見舞金を支給します。

【支給額】
・死亡の場合　20 万円
・負傷の場合　 １万円
災害弔慰金
　災害により死亡された市民のご遺族
に対し、災害弔慰金を支給します。

【支給額】
・生計維持者が死亡した場合
　500 万円
・その他の人が死亡した場合
　250 万円
問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課
日本財団家屋損害見舞金制度

【対象】全壊世帯・大規模半壊世帯
【金額】１世帯当たり 20 万円
【申請期限】平成 29 年３月 31 日㈮
【申請方法】市から送付する申請書を
日本財団へ提出してください。
日本財団弔慰金制度

【支給額】
死亡の場合　10 万円
問日本財団災害復興支援センター
　熊本本部　☎ 070（3623）9611

生活再建支援金
被災者生活再建支援制度
　住宅が全壊（大規模半壊）の被害を
受けた人に生活再建の支援金を支給し
ます。

【対象】全壊・大規模半壊・半壊解体
の世帯

【支給額】
●２人以上の世帯
・ 全壊または解体の場合
　基礎支援金 100 万円
　加算支援金 50 万円～ 200 万円
・ 大規模半壊の場合
　基礎支援金 50 万円
　加算支援金 50 万円～ 200 万円
●単身世帯
・ 全壊または解体の場合
　基礎支援金 75 万円
　 加算支援金 37 万５千円～ 150 万円
・大規模半壊の場合
　基礎支援金 37 万 5 千円
　 加算支援金 37 万５千円～150万円

【申請期限】
基礎支援金　平成 29 年５月 13 日㈯
加算支援金　平成 31 年５月 13 日㈪

【申請方法】福祉課または各総合支所
へ申請書を提出してください。

生活再建資金の融資
災害援護資金
　住居や家財に損害を受けた場合に、
災害援護資金を貸し付けます。

【対象】負傷した人、住居（全壊また
は半壊）や家財に被害があった人

【限度額】350 万円（被害状況による）
【貸付条件】年利３％
【償還期限】据置３年、償還 10 年（据
置期間を含む）
問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課
生活福祉資金
　住宅の補修や臨時に必要となる経費
を貸し付けます。

【対象】低所得世帯、障がい世帯、高
齢者世帯

【限度額】補修 250 万円、臨時に必要
となる経費 150 万円

【貸付条件】無利子または１．５％
【償還期限】据置２年以内、据置期間
終了後償還 20 年以内
問菊池市社会福祉協議会
☎0968（25）5000

住居の確保・再建
被災住家の応急修理
　自らの資力では応急修理ができない
場合、必要最小限度の修理をします。

【対象】
・ 住宅が半壊の人（資力がないとする

理由書を要する）
・ 住宅が大規模半壊以上の人
※被災住宅の修理が難しい場合、同一
敷地内の納屋や倉庫など改修すること
で居住可能になる場合も対象となりま
す。

【申請期限】平成29年４月13日㈭
【限度額】１世帯 57 万６千円
問都市整備課　☎ 0968（25）7242
問福祉課　☎ 0968（25）7213
熊本県の民間賃貸住宅借上げ事業
　住居の全壊などにより、居住する住
宅がない人に県が借上げた住宅を供給

します。
【対象】り災証明の被害程度が大規模
半壊以上で居住できない人（半壊でも
条件により可）

【入居期間】最長２年
【家賃】無償（光熱水費などは入居者負担）
ユニットハウスなどの貸与
　主に農業、畜産業などをなりわいと
していることから、家を離れられない
事情がある場合に、住居のみのユニッ
トハウスなどを被害を受けた住宅と同
一敷地内に市が設置します。

【対象】り災証明の被害程度が大規模
半壊以上で居住できない人（半壊でも
条件により可）

【貸与期間】最長２年間
問都市整備課住宅係　
　☎ 0968（25）7243

保育・学費など
保育所等保育料の減免
問子育て支援課　
☎ 0968（25）7214
菊池市奨学資金返還の猶予
問学校教育課　
☎ 0968（25）7230

医療保険・介護保険
医療機関などでの窓口負担の免除
　医療機関などの窓口で、次の①～③
に該当する旨を申告することで、平成
29 年２月受診分までの一部負担金の
支払いを免除します。ただし、10 月
受診分以降に関しては支払免除証明書
が必要となります。
① 住家の全半壊、全半焼またはこれに

準ずる被災をした 
② 主たる生計維持者が死亡または重篤

な傷病を負ったり、行方不明である
③ 主たる生計維持者が業務を休止・廃

止した旨や失職して現在収入がない
※ ①により支払猶予を受けられる場合

は、り災証明が必要です。
【対象の医療保険】熊本県全域の市町
村国保・後期高齢者医療保険
後期高齢者医療保険料の減免
問健康推進課国保・医療給付係
　☎ 0968（25）7218
介護保険料などの減免
●介護保険料の減免

● 介護サービス利用料（利用者負担）
の減免

問高齢支援課介護保険係
　☎ 0968（25）7215

年　金
国民年金保険料の減免など
●国民年金保険料の免除
●学生の国民年金保険料納付の猶予
障害基礎年金・老齢福祉年金・特
別障害給付金の支給
　障害基礎年金（年金コード 2650・
6350）、老齢福祉年金、特別障害給付
金の支給停止を解除します。
問市民課　0968（25）7211
　各総合支所総務民生課
問熊本西年金事務所
　☎ 096(353）0142

農林漁業
農林漁業セーフティネット資金
　被災農林漁業者の運転資金を貸し付
けます。

【対象】認定農業者、主業農林漁業者、
認定新規就農者、集落営農組織

【借入限度額】
① 簿記記帳を行っている場合：年間経

営費の12/12または粗収益の12/12
に相当する額のいずれか低い額

②①以外の場合：1,200 万円
【借入金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子）

【償還期限】10 年以内 ( うち据置期間
３年以内 )
※実質無担保・無保証人での貸し付け
農業経営基盤強化資金

（スーパーＬ資金）
　被災した農林漁業用施設などを復旧
するための施設資金を貸し付けます。

【対象者】認定農業者
【借入限度額】
●個人の場合
　３億円（複数部門経営などは６億円）
●法人の場合
　10 億円（常時従事者に応じ 20 億円）

【借入金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子化）

【償還期限】25 年以内（うち据置期間
10 年以内）
※実質無担保・無保証人での貸し付け

農林漁業施設資金
　果樹の改植、農林漁業施設、共同利
用施設の災害復旧に要する費用を融資
します。

【対象】農林漁業を営む者、農協・農
協連合会など

【貸付金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子化）

【借入限度額】負担額の 100% または
１施設当たり 1,200 万円

【償還期限】15 年以内（うち据置期間
３年以内）
※実質無担保・無保証人での貸し付け
被災農業者向け経営体育成支援事業
　農産物の生産・加工に必要な施設・
機械などの復旧経費を支援します。

【対象】農業用施設などが被災した者
で、施設の復旧などを行い農業経営を
継続する者

【助成費】事業費× 9/10 以内（国・県・
市による支援分）

【必要書類】施設・機械などの被害状
況がわかる写真。作業を外注する場合
の見積書や復旧に要する経費などがわ
かる書類（すでに外注した場合は見積
書・納品書・請求書・領収書など）
問農政課　☎ 0968（25）7221

相談
被災者支援無料出張相談
　認定農業者などの担い手の経営再建
を支援するため、無料で出張相談に応
じます。

【対象】認定農業者、農業法人、地域
営農組織（集落営農組織）などの担い手
問 熊本県担い手育成総合支援協議会
　☎ 096(384）3333

電気料金
電気料金などの特別措置
●不使用月の電気料金の免除
　被災時から引き続き全く電気を使用
しなかった月の電気料金を免除します。
●基本料金の免除
　電気設備が災害のため復旧まで一時
使用不能となった場合、その使用不能
設備に相当する基本料金を平成 29 年
４月 30 日まで免除します。
問九州電力㈱大津営業所
　☎ 0120（986）602
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「
菊
池
は
美
し
い
ま
ち

 

被
災
者
に
元
気
を
送
り
た
い
」

　
式
に
は
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）
の
ほ
か
、
合
宿

地
に
選
ば
れ
た
自
治
体
の
首
長
が
出

席
。
閉
式
後
に
記
者
会
見
が
あ
り
、
最

後
は
交
流
会
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
イ
ン
ゲ
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン

専
務
理
事
は
「
菊
池
に
は
ス
カ
ン
ジ
ナ

ビ
ア
の
よ
う
な
美
し
い
自
然
が
あ
り
、

人
が
優
し
く
食
べ
物
も
お
い
し
い
。
選

手
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
環
境
だ
と
感

じ
て
い
る
。
熊
本
地
震
の
被
災
者
の
皆

さ
ん
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
元
気
を
送

り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

菊
池

市
長
は
「
菊
池
市
を
選
ん
で
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
た
い
。
選
手
の
皆
さ
ん

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
市
全
体

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
選
手
団
は
、
福
岡
県
立

ス
ポ
ー
ツ
科
学
情
報
セ
ン
タ
ー
、
同
県

立
総
合
プ
ー
ル
の
ほ
か
、
本
市
の
斑
蛇

口
湖
ボ
ー
ト
場
な
ど
を
使
用
。
事
前
合

宿
は
20
年
７
月
12
日
ご
ろ
か
ら
同
月
末

ご
ろ
ま
で
で
、
１
０
０
人
以
上
が
滞
在

す
る
予
定
で
す
。

2020 年の第 32 回東京オリンピック競技大会に出場するノルウェー選手団が
菊池市で事前合宿を行うことが決まり 10月10日、

「事前キャンプに関する基本合意書締結式」が福岡市で開催されました。

ノルウェー王国が東京五輪の合宿地に
菊池市を選定

▲締結式終了後に出席者全員で記念撮影（左から NOC 委員、蒲
かば

島
しま

郁
いく

夫
お

熊本県知事、大
おお

曲
まがり

昭
あき

恵
え

福岡県副知事、青
あお

木
き

剛
つよし

JOC 副会長、インゲ・
アンデルセン NOC 専務理事、髙

たか
島
しま

宗
そう

一
いち

郎
ろう

福岡市長、江頭実菊池市長、NOC 委員）

▲アンデルセン NOC 専務理事と固い握手
を交わす江頭市長

▲サインした合意書を掲げる出席者 ▲合宿地となる竜門ダムの斑蛇口湖
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国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課

印刷
② ねんきん定期便や年金振込通知書など各種通知書を確認・

ダウンロード
③持ち主のわからない年金記録の検索もできます
・  これからの人生設計に合わせた働き方の条件を設定して、

年金見込額をかんたんに確認できます。

■利用登録はとても簡単です
　「ねんきんネット」の利用には、ユーザー ID の取得（利
用登録）が必要です。利用登録には基礎年金番号（年金手
帳や年金証書に記載されている 10 桁の番号）が必要です。
手元に「ねんきん定期便」がある人は、アクセスキー（17
桁の番号。有効期限は「ねんきん定期便」が届いてから３
カ月間）を使って、簡単に利用登録できます。

■問い合わせ先
☎専用ダイヤル（ナビダイヤル）0570(058)555
※ 050 から始まる電話でかける場合　03(6700)1144
受付時間　㈪～㈮　午前９時～午後７時
　　　　　第２㈯　午前９時～午後５時

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して毎年 11 月を「ね
んきん月間」として位置付け、国民の皆さんに公的年金を
身近に感じていただき、年金制度に対する理解を深めても
らえるよう普及・啓発活動を行っています。

■「一日年金出張相談所」を開設します
　「ゆめタウン光の森」で、無料の出張相談を開催します。
年金に関する相談・質問など気軽にお尋ねください。
と　き　11 月 30 日㈬　午前 10 時～午後 3 時
ところ　「ゆめタウン光の森」本館 2 階
　　　　( ショップ TK 前 )
※事前予約はできません。
※ 個人の記録に関する相談は、「年金手帳」などの年金番号

がわかるもの、「免許証」などの身分証が必要です。
※問い合わせ先　熊本西年金事務所　☎ 096(353)0142

■「ねんきんネット」をご利用ください。
・ これまでの年金記録を自宅のパソコンやスマートフォン

で、24 時間いつでも最新の年金記録を確認できます。
・インターネットならではの便利な使い方ができます。
① 日本年金機構に提出する一部の届書をパソコンで作成・

11 月は「ねんきん月間」

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

11月30日㈬は「年金の日」です

年末調整・確定申告まで大切に保管してください
　国民年金保険料は、所得税や住民税の申告で全額が社会
保険料控除の対象となります。その年の１月１日から12月
31日までに納付した保険料が対象です。この社会保険料控
除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付
が義務付けられています。
　１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付
した人には「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
（はがき）が日本年金機構から送付されます。年末調整や
確定申告の際には必ずこの証明書または領収証書を添付し
てください。
　家族の国民年金保険料を納付した場合も、本人の社会保
険料控除に加えることができます。家族宛てに送られた控
除証明書を添付して申告してください。

■11月上旬に送付する場合
　証明内容は、本年１月１日から９月30日までの間に納付
された国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場合
の納付見込み額です。

■２月上旬に送付する場合
　年の途中から国民年金に加入したなど、10月１日から12
月31日までの間に初めて保険料を納付する人については、
翌年２月上旬に同様の証明書が送付されます。

■その他
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についての
ご照会は、控除証明書のはがきに表示されている電話番号

にお問い合わせください。昨年度と電話番号が違いますの
で、おかけ間違いにご注意ください。

■問い合わせ先
☎ねんきん加入者ダイヤル（ナビダイヤル）0570(003)004
※ 050 から始まる電話でかける場合　03(6630)2525
受付期間　11 月１日㈫～平成 29 年３月 15 日㈬
受付時間　㈪～㈮　午前８時 30 分～午後７時
　　　　　第２㈯　午前９時～午後５時
※ ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合

は全国どこからでも、市内通和料金でご利用いただけま
す。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話など）から
おかけになる場合は通常の通話料金がかかります。
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菊池のおいしいものが大集合！

今
回
で
18
回
目
を
数
え
る「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
」。

こ
と
し
は
本
市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
一
の
名
誉
を
目
指
し
、日
本
全
国
、さ
ら
に
は
海
外
か
ら

約
６
千
の
検
体
の
出
品
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

農
政
課 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
６

【会場】 菊池市総合体育館 駐車場スペース

【会場】 菊池市総合体育館 メインアリーナ 【会場】 菊池市総合体育館 メインアリーナ

【会場】 菊池市総合体育館 サブアリーナ

午前９時～
　会場・受付開始
午前10時～11時
　開会式
午前11時～正午
　国際 総合部門 官能審査
正午～午後１時30分
　講演会 「未来を見据えた売れる米づくり」
　国際名稲会６名による講演

午後１時40分～
　次回開催地挨拶
　山形県真室川町  井

いの

上
うえ

薫
かおる

町長

午後２時～３時
　都道府県代表 お米選手権 官能審査

午前９時～
　会場・受付開始
午前９時50分～10時50分
　全国農業高校 お米甲子園
　栽培別部門 官能審査
午前11時～正午
　パネルディスカッション 「食と健康」
　パネラー ： アル・ケッチャーノシェフ 奥

おく

田
だ

政
まさ

行
ゆき

さん
　　　　　　 シンガーソングライター 八

や
神
がみ

純
じゅん

子
こ

さん
　　　　　　 菊池市 江

え

頭
がしら

実
みのる

市長
　　　　　　 菊池市の米生産農家

午後12時30分～１時
　全国農業高校 お米甲子園
　プレゼンテーション部門 審査
午後１時～３時30分
　表彰式・閉会式

午後５時～
　懇親会 会場・受付開始
午後５時30分～７時30分
　懇親会

表彰式終了後は…
シンガーソングライター 八神純子さんによる

を開催します。

３日㈯・４日㈰

同時開催

お米や野菜のほか、旭志牛やえこめ牛の加
工品など、菊池の特産品を販売します。豊
かな水と肥沃な大地が育んだ本市自慢の
味をぜひご賞味ください。
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高校生の部優秀作文

菊池農業高等学校３年　松
ま つ

岡
お か

紘
こ う

平
へ い

さん

笑顔をつくる農業経営者になるために

社会を明るくする運動

　
「
人
と
し
て
、
一
番
し
あ
わ
せ
な
こ
と
。
そ

れ
は
、
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
こ
と
。
」

｢

み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
、
農
家
に
な
り
た

い｣

そ
ん
な
ふ
う
に
思
い
始
め
た
の
は
、
小
学

校
５
年
生
の
こ
ろ
で
し
た
。

　
わ
が
家
は
、
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
一
家

で
、
農
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
母
方
の

祖
父
母
が
、
県
南
に
て
農
業
を
営
ん
で
お
り
、

コ
メ
の
ほ
か
、
ト
マ
ト
・
メ
ロ
ン
と
い
っ
た
施

設
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
祖
父

母
の
後
を
継
ぎ
、
専
業
農
家
に
な
る
こ
と
が
、

私
の
夢
で
す
。
夢
の
実
現
の
た
め
入
学
し
た
、

菊
池
農
業
高
校
。
こ
れ
ま
で
私
は
農
業
科
の
圃

場
で
、様
々
な
実
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
１
年
生
の
時
は
、
一
人
一
区
画
ず
つ
の
Ａ
Ｂ

Ｃ
農
場
で
、
春
作
と
し
て
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン

を
、
秋
作
と
し
て
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
と

い
っ
た
野
菜
を
育
て
ま
し
た
。
私
の
畑
は
雑
草

が
多
く
、
収
穫
時
に
は
、
野
菜
の
葉
に
た
く
さ

ん
の
虫
食
い
が
あ
り
ま
し
た
。
水
田
で
は
、
田

植
え
も
行
い
ま
し
た
。
裸
足
で
水
田
に
入
り
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
イ
ネ
の
苗
を
素
手
で

植
え
る
と
い
う
実
習
で
す
。｢

昔
の
人
は
、
こ

ん
な
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
農
業
を
し
て
い
た
の

か
・
・
・｣

機
械
化
が
進
ん
で
い
る
今
の
世
の

中
、
私
た
ち
は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
実
感

し
ま
す
。
野
菜
作
り
に
し
て
も
、
コ
メ
の
栽

培
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
私
は
、｢

農
業
は

ち
ょ
っ
と
コ
ツ
を
覚
え
れ
ば
、
だ
れ
に
で
も
で

き
る
仕
事
だ
ろ
う｣

と
、
甘
く
考
え
る
面
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
農
業
科
で
の
実
習
を
通
し

て
、
生
産
現
場
の
厳
し
さ
と
や
り
甲
斐
の
両
方

を
実
感
し
、｢

こ
れ
か
ら
は
、
農
業
を
通
じ
て

地
域
を
支
え
、
世
の
中
全
体
の
課
題
に
立
ち
向

か
え
る
人
間
に
な
り
た
い｣

と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
長
い
間
、
日
本
の
食
糧

生
産
を
受
け
継
い
で
こ
ら
れ
た
農
家
の
皆
さ
ん

に
、
本
当
の
意
味
で
感
謝
す
る
気
持
ち
が
芽
生

え
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
気
持
ち
の
変
化
と
共
に
、
２
年
生

で
は
、
１
年
生
の
時
の
失
敗
を
活
か
そ
う
と
考

え
、自
分
の
畑
の
観
察
記
録
を
早
く
終
わ
ら
せ
、

余
っ
た
時
間
を
利
用
し
て
除
草
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
結
果
、
１
年
生
の
時
と
比
べ
て
畑
の

見
栄
え
も
良
く
、
害
虫
が
減
っ
た
こ
と
で
栽
培

が
上
手
く
い
き
ま
し
た
。
雑
草
や
、
収
穫
後
の

野
菜
の
不
要
な
部
分
は
、
農
業
科
で
飼
育
し
て

い
る
ヤ
ギ
に
与
え
ま
し
た
。
農
業
や
環
境
に
対

し
て
、
動
物
が
果
た
し
て
く
れ
る
役
割
に
つ
い

て
も
確
認
し
た
私
は
、
目
の
前
の
生
き
物
や
毎

回
の
実
習
か
ら
学
ぶ
一
つ
一
つ
の
で
き
ご
と
を

大
切
に
し
、
吸
収
し
て
い
こ
う
と
考
え
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
な
り
に
努
力
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
始
め
た
、
２

年
生
の
秋
、
人
生
初
、
よ
そ
の
お
宅
に
泊
り
込

む｢

現
場
実
習｣

が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
メ
や

水
田
ゴ
ボ
ウ
の
栽
培
を
さ
れ
て
い
る
、
菊
農
卒

業
生
の
吉よ

し

田だ

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
い
さ

つ
の
仕
方
、
目
上
の
方
と
の
話
し
方
な
ど
、
社

会
人
と
し
て
基
本
的
な
こ
と
か
ら
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。長
時
間
の
地
道
な
作
業
が
多
く
、

特
に
、
ゴ
ボ
ウ
や
ニ
ン
ジ
ン
の
圃
場
で
の｢

石

出
し｣

や
除
草
が
、と
て
も
大
変
で
し
た
。
取
っ

て
も
取
っ
て
も
出
て
来
る
、石
や
雑
草
の
多
さ
、

一
輪
車
で
何
度
も
運
ん
だ
り
、
何
時
間
も
し
ゃ

が
み
込
ん
で
の
作
業
に
、
足
腰
が
痛
く
な
り
、

精
神
的
に
も
限
界
を
感
じ
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、

疲
れ
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、
い
き
い
き
と
仕
事

を
さ
れ
る
吉
田
さ
ん
ご
夫
妻
。｢

何
を
す
る
に

も
、仕
事
に
対
す
る
姿
勢
が
一
番
。真
剣
に
や
っ

て
い
れ
ば
、
必
ず
身
に
つ
い
て
い
く
。｣

こ
の

言
葉
に
、｢

体
に
も
心
に
も
力
を
つ
け
、
い
つ

の
日
か
、
自
分
も
地
道
な
仕
事
を
笑
顔
で
で
き

る
農
家
に
な
り
た
い｣

と
、
気
持
ち
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
朝
か
ら
晩
ま
で
の
厳
し
い

実
習
の
中
、
元
気
の
源
に
な
っ
た
の
が
、
奥
様

の
作
っ
て
く
だ
さ
る
美
味
し
い
ご
飯
で
し
た
。

農
業
に
興
味
が
あ
り
、
農
業
高
校
生
に
な
っ
た

私
で
し
た
が
、｢

本
当
の
意
味
で
、
命
や
食
に

感
謝
す
る
こ
と
の
意
味｣

を
、
身
を
持
っ
て
学

ん
だ
、
貴
重
な
一
週
間
で
し
た
。

　
入
学
後
、
三
回
目
の
春
を
迎
え
、
い
よ
い
よ

専
攻
学
習
の
始
ま
り
で
す
。
私
は
、｢

作
物｣
の

専
攻
班
に
所
属
し
、
水
田
で
の
実
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
三
つ
の
専
攻
の
中
で
も
、
特

に
、
重
労
働
と
な
る
内
容
の
多
い
班
で
す
。
本

年
度
は
、
美
味
し
い
お
米
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ

る｢

米
の
食
味
・
世
界
大
会｣

が
菊
池
で
開
催
さ

れ
る
た
め
、
専
攻
班
の
仲
間
、
そ
し
て｢

特
別

栽
培
米｣

を
育
て
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
ア
イ

ガ
モ
一
家
と
共
に
、
日
本
一
、
さ
ら
に
は
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
コ
メ
作
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

私
は
将
来
、｢

ま
ず
は
、
自
分
や
家
族
、
さ

ら
に
は
、
地
域
や
お
客
様
を
笑
顔
に
で
き
る
農

家｣

に
な
り
ま
す
。
小
学
生
の
頃
、
手
伝
い
の

た
め
に
通
っ
た
祖
父
母
の
家
、
そ
の
頃
か
ら
、

私
の
将
来
の
夢
は
、農
家
に
な
る
こ
と
で
し
た
。

｢

も
の
づ
く
り｣

が
好
き
な
自
分
に
、
こ
の
職

業
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業
高
校
で

学
ん
で
い
る
今
、
ま
す
ま
す
こ
の
気
持
ち
は
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
農
業
大
学
校

に
進
学
し
て
、
よ
り
幅
広
い
専
門
知
識
・
技
術

を
身
に
つ
け
た
い
。
そ
し
て
、
受
け
継
い
だ
農

地
で
、
地
元
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
農
作
物
を
栽
培
し
、
地
域
全
体
を
笑
顔

に
、
元
気
に
し
た
い
、
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　
我
が
母
校
で
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
菊

池
農
業
高
校
を
卒
業
し
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち

た
い
。
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
、一
歩
ず
つ
、

前
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参加報告

菊池北中学校３年　廣
ひ ろ

瀬
せ

晃
こ う

太
た

さん

育成塾から活かしたいこと

プラチナ未来人財育成塾
作　文

　

私
は
、
今
回
の
会
津
と
柏
の
葉
で
の
プ
ラ
チ

ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の

先
生
方
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
や
、
グ
ル
ー
プ

の
仲
間
と
の
活
動
や
話
し
合
い
を
通
し
て
、
具

体
的
に
必
要
な
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
心
に
残
っ
た
講
義
と
、

グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
報

告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
心
に
残
っ
た
講
義
に
つ
い
て
で
す
。

私
が
い
ち
ば
ん
心
に
残
っ
た
講
義
は
、
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
代
行
で
あ
る
中な

か

竹た
け

竜り
ゅ
う

二じ

先
生
の
講
義
で
す
。
中
竹
先
生
は
、
元

早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
主
将
で
し
た
。
し
か

し
、
ラ
グ
ビ
ー
を
上
手
に
で
き
る
わ
け
で
も
な

く
、
ほ
と
ん
ど
補
欠
の
選
手
で
し
た
。
ラ
グ

ビ
ー
で
は
活
躍
で
き
な
か
っ
た
先
生
は
、
部
活

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
先
生
が
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、
誰
で
も
リ
ー
ダ
ー
に

な
れ
る
こ
と
。
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

頑
張
る
こ
と
で
し
た
。

　
先
生
の
言
葉
の
中
に
、
私
が
い
ち
ば
ん
印
象

に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。そ
の
言
葉
は「
成

功
は
適
切
な
目
標
が
大
切
。
成
長
は
、
適
切
な

失
敗
と
挑
戦
が
大
切
。」
と
い
う
言
葉
で
す
。

私
は
、
部
活
動
で
も
学
校
生
活
の
中
で
も
、
常

に
失
敗
を
恐
れ
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
こ
の

言
葉
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
思
っ
た
こ

と
で
す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
講
義
の
振
り
返
り
、

講
義
の
中
で
自
分
の
心
に
残
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
考
え
を
深

め
あ
う
な
ど
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

も
う
一
つ
、
自
分
の
未
来
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

の
中
で
話
し
合
い
、
必
要
な
こ
と
、
す
る
べ
き

こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
私
は
特
に
、
自
分
の
未

来
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
自
分
に

と
っ
て
一
番
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
建
築
士
に
な
る
こ
と
で

す
。
私
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
中
で
、
建
築
士

に
必
要
だ
と
思
う
こ
と
、
今
の
自
分
が
必
要
な

こ
と
を
達
成
し
て
い
く
た
め
に
何
を
す
る
べ
き

か
を
考
え
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
私
が
建
築
士
に
必
要
だ
と
思
っ
た
の

は
、ア
イ
デ
ィ
ア
が
豊
富
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
建
築
士
は
こ
れ
ま
で
の
建
築
の
仕

方
で
は
な
く
、
別
の
新
し
い
発
想
を
思
い
つ
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。そ
し
て
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
豊
富
に
す
る
た
め
に
は
、
リ
ス

ク
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、自
分
の
意
見
を
持
ち
、発
言
す
る
こ
と
や
、

部
活
で
き
つ
い
こ
と
か
ら
逃
げ
な
い
で
挑
戦
す

る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
い
つ
で
も
で
き

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

す
る
こ
と
は
、
自
分
の
考
え
を
変
え
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
、建
築
士
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
仕
事
に
も
通
用
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
未
来
の
自
分
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
大
学
生
の
方
々

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
協

力
す
る
こ
と
や
、真
剣
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
、

相
手
を
理
解
す
る
こ
と
が
グ
ル
ー
プ
で
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
で
す
。
私
は
建
築
士
と
い
う
夢
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
今
で
き
る
こ
と
は
、
建
築
士
だ

け
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ
れ

か
ら
の
自
分
に
必
要
な
こ
と
を
三
つ
考
え
ま
し

た
。

　
一
つ
目
は
、
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
す
。
特
に
大
切
に
し
た
い
の
は
、
自
分
が

失
敗
し
た
と
き
に
、
振
り
返
っ
て
次
に
生
か
せ

る
こ
と
を
自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。　

　

二
つ
目
は
、
常
に
疑
問
を
持
つ
こ
と
で
す
。

疑
問
を
持
っ
て
話
を
聞
く
と
、
も
っ
と
知
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

疑
問
を
相
手
に
質
問
す
れ
ば
、
相
手
は
よ
く
考

え
て
返
答
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
に
な

か
っ
た
考
え
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、疑
問
を
持
つ
こ
と
は
、相
手
に
と
っ
て
も
、

自
分
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
三
つ
目
に
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
発
言
す

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
私
は
人
に
頼
っ
て
い

た
り
、流
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
自
分
の
意
見
や
考
え
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。
人
に
頼
る
こ

と
は
楽
を
す
る
こ
と
で
す
。
人
に
流
さ
れ
る
の

は
自
分
で
考
え
よ
う
と
し
な
い
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
発
言
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
人
に
支
え
ら

れ
る
よ
り
、
自
分
が
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
周
り
か
ら
協
力
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
自
分
を
変

え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
今
回
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾

に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
に
足
り
な

か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
が
ど
ん
な
心

構
え
で
行
動
し
て
い
た
の
か
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
学
校
生
活
で
は
、
人
に
流
さ
れ
る
こ
と

な
く
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
周
り
の
こ
と
を
考
え
、

先
を
見
通
し
た
行
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
※
作
文
は
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

作　文
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【 問い合わせ先 】 健康推進課 国保・医療給付係　☎ 0968（25）7218
　　　　　　　　　　　　　 健康推進係　　　  ☎ 0968（25）7219

健診は、なかなか気が進まないものかもしれ
ません。でも、「あれ？調子が悪いな」と思った
ときには、病状が進行していることも多いの
です。病気を未然に防ぐためにも、この機会に
一歩踏み出して健診を受けてみませんか。

赤星医院 隈府 719 番地 ☎ 0968（25）2738
岩根クリニック 隈府 110 番地 ☎ 0968（25）4230
杜の里かねこクリニック 藤田 40 番地１ ☎ 0968（25）7522
菊池郡市医師会立病院 大琳寺 75 番地３ ☎ 0968（25）2191
菊池中央病院 隈府 494 番地 ☎ 0968（25）3141
川口病院 隈府 823 番地１ ☎ 0968（25）2230
隈部医院 隈府 1015 番地 ☎ 0968（25）2851
黒川産婦人科医院 隈府 1075 番地 23 ☎ 0968（25）1071
米田産婦人科医院 隈府 497 番地１ ☎ 0968（25）2589
中野クリニック 大琳寺 275 番地１ ☎ 0968（25）5861
西山医院 隈府 115 番地４ ☎ 0968（25）2561
古荘医院 隈府 162 番地 ☎ 0968（25）2046
牧診療所 深川 400 番地 ☎ 0968（25）2317
宮本内科クリニック 隈府 277 番地２ ☎ 0968（25）2047
七城木村クリニック 七城町林原 1057 番地 ☎ 0968（26）9555
古田医院 七城町甲佐町 296 番地 ☎ 0968（25）2280
岸病院 泗水町豊水 3388 番地１ ☎ 0968（38）2750
郷胃腸科内科クリニック 泗水町豊水 3738 番地１ ☎ 0968（38）2121
古賀医院 泗水町吉富 1935 番地 ☎ 0968（38）2222
田中医院 泗水町吉富 3169 番地８ ☎ 0968（38）7070
清原医院 泗水町福本 775 番地 ☎ 0968（38）2106

健診を受けるには 国民健康保険加入の皆さまへ

遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
本
人
が
異

変
に
気
づ
い
た
頃
に
は
、
病
状
が
進

行
し
て
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
状

況
に
な
る
こ
と
も
。
だ
か
ら
、
早
目

の
対
応
が
何
よ
り
も
大
切
な
の
で
す
。

　

生
活
習
慣
を
変
え
な
い
限
り
、
病

気
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。

症
状
が
ひ
ど
く
な
る
前
に
早
い
時
期

に
生
活
習
慣
の
改
善
・
治
療
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

　

一
般
に
は
「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
内
臓
に
脂
肪
が
た

ま
る
こ
と
で
、
高
血
圧
や
高
血
糖
、

脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）
の
う
ち

２
つ
以
上
を
併
発
し
た
状
態
を
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い

い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
に
な
る
可
能

性
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
の
で
、
問
題

点
を
早
目
に
把
握
し
、
病
気
の
芽
を

摘
み
取
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

●
費
用
は
自
治
体
が
一
部
補
助

　

特
定
健
診
は
国
や
自
治
体
の
助
成

が
あ
る
た
め
、
自
費
で
受
け
る
よ
り

格
段
に
安
く
受
診
で
き
ま
す
。

● 

メ
タ
ボ
で
な
く
て
も
油
断
禁
物

　

動
脈
硬
化
に
よ
る
異
常
な
ど
、
目

に
見
え
な
い
部
分
も
発
見
で
き
ま
す
。

自
分
は
大
丈
夫
だ
と
思
わ
ず
、
一
度

健
診
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

食
生
活
や
運
動
、
睡
眠
、
喫
煙
、

飲
酒
…
。
こ
の
よ
う
な
日
常
の
生
活

習
慣
が
原
因
と
な
り
引
き
起
こ
さ
れ

る
病
気
を
、「
生
活
習
慣
病
」
と
言

い
ま
す
。
肥
満
を
は
じ
め
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん

な
ど
が
、
生
活
習
慣
病
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

● 

自
覚
症
状
が
な
い
病
気

　

生
活
習
慣
病
の
怖
い
点
は
、
普
段

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
原
因
と
な
る

の
で
、
自
分
で
気
づ
き
に
く
い
こ
と

で
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
治
療
も

● 

無
料
で
専
門
家
の
指
導
を
受
け
る

「
特
定
保
健
指
導
」も

　

特
定
健
診
で
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、

必
要
に
応
じ
て
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。
管
理
栄
養
士
、
保
健
師
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
、
健

康
の
保
持
・
増
進
を
目
的
と
し
た
健

診
で
す
。

● 

高
齢
者
に
な
る
と
体
の
免
疫
も

低
下

　

高
齢
に
な
る
と
、
高
血
圧
な
ど
、

生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
健
診
を
定
期

的
に
受
け
て
、
病
気
の
リ
ス
ク
を

回
避
し
ま
し
ょ
う
。

対象者 個人負担金 市補助金
19 ～ 39 歳

（生活習慣病予防健診） 2,000 円 6,434 円
40 ～ 69 歳
（特定健診） 1,500 円 6,110 円
70 ～ 74 歳
（特定健診） 800 円 6,810 円
75 歳以上

（後期高齢者健診） 800 円 6,810 円

　
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

　
特
定
健
診

　
後
期
高
齢
者
健
診

毎年受けて、健康管理

19歳～39歳 生活習慣病予防健診

40歳～74歳 特定健診

75歳以上 後期高齢者健診

次回の集団検診

■と こ ろ：菊池養生園
■受付時間：午前８時30分～11時
※保険証を忘れずにお持ちください。

実 施日：11月 

28日㈪
29日㈫
30日㈬

　主治医の先生にご相談ください。（個別健診か集団健診のどちらかを
選ぶことになります）

　特定健診および後期高齢者健診は、菊
池養生園で実施される「集団健診」と、市
内の各医療機関で受診できる「個別健診」
から選べます。
　生活習慣病予防健診は、集団健診で受
診してください。
　市へ申し込むと問診票を渡します。

　

定
期
健
診
よ
り
専
門
的
な
装
置
を

使
う
た
め
、
普
段
気
が
つ
き
に
く
い

病
気
や
臓
器
の
異
常
な
ど
を
精
密
に

検
査
で
き
ま
す
。
詳
細
な
デ
ー
タ
を

元
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
で
、

メ
タ
ボ
や
生
活
習
慣
病
の
対
策
、
健

康
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
助
言

や
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

定
期
的
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る

こ
と
で
、
病
気
の
リ
ス
ク
は
大
幅
に

減
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
生
は
一
度
き
り
。
後
悔
し
な
い

た
め
に
も
、
受
診
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

菊
池
市
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
申
し
込
み
は
11
月
30
日
㈬
ま
で

　

契
約
医
療
機
関
で
1
泊
2
日
ま
た

は
日
帰
り
コ
ー
ス
が
選
べ
ま
す
。

病
院
に
よ
っ
て
は
、
年
度
の
受
け
付

け
が
終
了
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
目
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

受
診
期
間　

12
月
25
日
㈰
ま
で

助
成
額　

検
査
費
用
の
7
割

※
上
限
２
万
５
千
円

助
成
対
象
者

▼ 

申
請
時
の
国
保
加
入
期
間
が
3

カ
月
以
上
の
人

▼ 

受
診
時
の
満
年
齢
が
30
歳
か
ら

69
歳
ま
で
の
人

▼
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

申
し
込
み
先　

健
康
推
進
課
、
各
総

合
支
所
総
務
民
生
課
（
保
険
証
と

印
か
ん
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

※ 

承
諾
い
た
だ
い
た
受
診
結
果
は
、

保
健
事
業
に
活
用
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、

特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

国
保
以
外
の
人
は
、
加
入
の
保

険
組
合
・
団
体
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
人
間
ド
ッ
ク

個別健診は以下の医療機関で
平成29年2月28日㈫まで実施しています。

医療機関に通院している人は、個別健診をお勧めします

19 182016 November広報きくち2016 November広報きくち



３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

９
月
２
日
・
16
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、
む
し
歯
が

な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

西に
し

岡お
か

和か
ず

磨ま　
（
○菊  

甲
森
北
）

後ご

藤と
う

駿し
ゅ
ん

太た　
（
○菊  

大
琳
寺
）

村む
ら

上か
み

美み

邦く
に　

（
○菊  

上
西
寺
）

後ご

藤と
う

千ち

絢ひ
ろ　

（
○菊  

大
琳
寺
）

山や
ま

下し
た

さ
く
ら
（
○菊  

上
出
田
）

池い
け

辺べ

陽よ
う

城せ
い　

（
○菊  

片
角
）

益え
き

﨑ざ
き

徳と
く

也や　
（
○菊  

北
原
）

田た

嶌し
ま

莉り

愛あ　
（
○菊  

東
正
観
寺
）

野の

村む
ら

颯そ
う

志し　
（
○菊  

東
原
）

甲か

斐い

陽は
る

翔と　
（
○菊  

古
川
）

中な
か
は
ら

慶け
い

吾ご　
（
○菊  

広
瀬
）　

野の

田だ

琉る

衣い　
（
○菊  

大
琳
寺
）

渡わ
た

邉な
べ

凜り

桜お　
（
○菊  

大
琳
寺
）

石い
し

井い　
昴す

ば
る　

（
○七  

加
恵
）

宮み
や

﨑ざ
き

な
つ
き
（
○七  

辺
田
）

竹た
け

村む
ら

希き

桜お　
（
○七  

林
原
）

岩い
わ

根ね

圭け
い

太た

朗ろ
う

（
○七  

雇
用
促
進
住
宅
）

合こ
う

志し

洋ひ
ろ

輝き　
（
○泗  

富
の
原
北
）

上う
え

田だ

麗れ

王お　
（
○泗  

富
の
原
台
）

片か
た

山や
ま

愛あ
き

基き　
（
○泗  

高
江
）

荒あ
ら

木き

瑳さ

久く　
（
○泗  

福
本
二
）

西に
し

浦う
ら　

碧あ
お
い　

（
○泗  

東
原
団
地
）

高た
か

野の

桃も
も

花か　
（
○泗  

富
の
原
台
）

上う
え

村む
ら

陸り
く

渡と　
（
○泗  

富
の
原
東
）

東ひ
が
し　

蒼あ
お

生い　
（
○泗  

田
島
団
地
）

と
く

留ど
め

夢ゆ
め

菜な　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

江え

上が
み

侑ゆ

那な　
（
○泗  

永
）

出で

口ぐ
ち

友ゆ
う

翔と　
（
○泗  

高
江
）

谷た
に

川が
わ

茉ま
つ

莉り　
（
○泗  

富
出
分
）

前ま
え

田だ

龍り
ゅ
う

志し　
（
○泗  

富
納
）

藤ふ
じ

川か
わ

美み

柚ゆ　
（
○泗  

桜
山
四
）　

藤ふ
じ

岡お
か　

景け
い　

（
○泗  

富
の
原
台
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き　
❷
甘
い
も
の
を

減
ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の

質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な

フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
子
ど
も

は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

薬
物
依
存
症

　

精
神
障
害
の
一
つ
で
、
国
際
的
に

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
覚
醒
剤
・
シ

ン
ナ
ー
・
大
麻
な
ど
の
依
存
性
を
持

つ
薬
物
を
使
い
続
け
て
い
る
う
ち
に

心
身
に
異
変
が
生
じ
、
使
い
た
い
気

持
ち
が
抑
え
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。

自
分
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く

な
り
使
い
続
け
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

薬
物
は
一
度
で
も
使
う
と「
乱
用
」

に
な
り
ま
す

　

不
眠
症
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

睡
眠
薬
を
飲
む
。
快
楽
や
遊
び
目
的

で
シ
ン
ナ
ー
を
使
う
。
こ
の
よ
う
に
、

医
薬
品
を
本
来
の
目
的
と
は
違
う
用

途
で
使
用
し
た
り
、
薬
物
を
不
正
に

使
用
し
た
り
す
る
と
、
た
と
え
１
度

の
使
用
だ
け
で
も
「
薬
物
乱
用
」
に

当
た
り
ま
す
。

怖
さ
は
「
依
存
性
」
と
「
耐
性
」

　

薬
物
に
は
、
繰
り
返
し
使
い
た
く

な
る
「
依
存
性
」
が
あ
り
ま
す
。
軽

い
気
持
ち
で
「
１
回
だ
け
…
」
と
使

い
始
め
た
の
に
、
何
度
も
繰
り
返
し

使
い
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
が
薬
物
へ
の
「
耐
性
」

を
持
っ
て
し
ま
う
と
使
用
す
る
量
も

増
加
し
ま
す
。
そ
の
状
態
に
な
る
と

自
分
の
意
思
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
く
な
り
、
心
身
が
む
し
ば
ま
れ

て
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
状
況
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

若
者
を
中
心
に
大
麻
の
乱
用
が
増
加

　

薬
物
使
用
に
よ
る
検
挙
数
の
約
4

割
は
30
歳
未
満
で
、
若
者
を
中
心
に

薬
物
が
乱
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
以
降
の
検
挙
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
に
は
、

5
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

気
軽
な
気
持
ち
で
大
麻
に
手
を
出

す
と
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状
況

に
な
り
ま
す
。
大
麻
を
乱
用
す
る
と

記
憶
や
学
習
能
力
、
知
覚
に
障
害
が

表
わ
れ
ま
す
。
や
る
気
が
出
な
い
状

態
や
、
幻
覚
・
妄
想
な
ど
の
症
状
が

出
る
大
麻
精
神
病
な
ど
も
引
き
起
こ

し
ま
す
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
、
新
た
な
乱
用

薬
物
が
蔓
延

　

最
近
は
「
合
法
ハ
ー
ブ
」「
ア
ロ

マ
」「
お
香
」
と
い
っ
た
名
前
で
薬

物
を
販
売
し
、
警
戒
心
の
薄
い
人
が

安
易
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
店
舗
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
身
近
な
場
所

で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。
使
用
者
が
嘔
吐
、
け

い
れ
ん
、
呼
吸
困
難
、
意
識
障
害
な

ど
の
健
康
被
害
を
起
こ
し
、
死
亡
す

る
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
薬
物
は
、「
合
法
」「
脱

法
」
な
ど
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
規
制
薬
物
以
上
の

依
存
性
・
毒
性
を
有
す
る
成
分
を
含

ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
と
て

も
危
険
で
す
。
使
用
後
に
車
を
運
転

し
、
意
識
障
害
を
起
こ
し
て
重
大
な

交
通
事
故
を
発
生
さ
せ
た
り
、
事
件

を
起
こ
し
た
り
す
る
例
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
毒
症
状
な
ど
が
起
き
た

と
し
て
も
、
何
の
成
分
が
入
っ
て
い

る
か
不
明
な
た
め
適
切
な
治
療
法
が

分
か
ら
ず
、
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
事

故
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
足
が
か
り
に
、

覚
醒
剤
や
大
麻
な
ど
の
乱
用
へ
と
つ

な
が
る
可
能
性
が
高
い
と
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。「
合
法
」「
脱
法
」
な
ど

と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
「
違
法
で
は
な
い
」「
危
険

で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。

接
種
対
象
者

　

平
成
28
年
４
月
以
降
に
生
ま
れ
た

０
歳
児

※ 

母
子
感
染
予
防
の
た
め
に
、
健
康

保
険
で
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
全

部
、
ま
た
は
一
部
を
接
種
し
た
人

は
、
定
期
接
種
の
対
象
外
で
す
。

接
種
回
数　

３
回

※ 

標
準
的
に
は
、
1
回
目
は
生
後

2
カ
月
、
2
回
目
は
生
後
3
カ
月
、

3
回
目
は
生
後
7
～
8
カ
月
で
接

種
し
ま
す
。

自
己
負
担
額　

無
料

接
種
場
所

　

市
の
委
託
医
療
機
関
（
事
前
予
約

が
必
要
で
す
）

※ 

市
の
委
託
医
療
機
関
以
外
で
接
種

を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
（
接
種

予
定
日
の
1
週
間
前
）
健
康
推
進

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民
生

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

　

対
象
の
保
護
者
に
個
別
通
知
し
て

い
ま
す
。

▼市の委託医療機関

● １回の使用でも脳出血、心不全などで死に至ることがあります。
● 大脳の神経細胞が侵され、脳の機能に異常をきたし、幻覚、妄想、錯乱などの精神

障害が生じます。
● 薬物をやめた後でも、ストレス、飲酒などがきっかけで精神障害が　　　　　　　　

再び起きることがあります。薬物による害は一生続きます。
● 視神経の異常や眼底出血を引き起こし、視力低下や失明を招きます。
● 肺、胃、肝臓、腎臓、などの各器官に深刻な悪影響を及ぼします。
● 精神的・身体的に薬物に依存し、薬漬けの毎日となります。
● 懲役刑を科されるなど、法律で厳しく罰せられます。

薬物乱用の恐ろしさ （内閣府ホームページより）

薬物乱用スパイラル

繰り返し

薬物乱用

耐性がつく

薬が切れる精神・身体の
苦痛

薬物探索行動

赤星医院 ☎0968（25）2738
菊池こどもクリニック ☎0968（25）1164
菊池中央病院 ☎0968（25）3141
米田産婦人科医院 ☎0968（25）2589
西山医院 ☎0968（25）2561
古荘医院 ☎0968（25）2046
宮本内科クリニック ☎0968（25）2047
古田医院 ☎0968（25）2280
岸病院 ☎0968（38）2750
清原医院 ☎0968（38）2106

田中医院 ☎0968（38）7070
なみかわ小児科 ☎096（293）1163
よしもと小児科 ☎096（233）2520
みやの小児科 ☎096（248）5800
いけざわこどもクリニック ☎096（242）6633
まつもとこどもクリニック ☎096（338）8960
東内科小児科医院 ☎0968（44）3444
井上小児科医院 ☎0968（44）5628
えがみ小児科 ☎096（339）0331

危険ドラッグ

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が

10
月
１
日
か
ら

定
期
接
種
に
な
り
ま
し
た
！

【 問い合わせ先 】 健康推進課健康推進係
　　　　　　　 ☎ 0968（25）7219

【 相 談 先 】熊本県精神保健福祉センター  ☎096（386）1166

たった一度の過ちが、自分だけではなく、周りの大切な
人々の人生を不幸にしてしまう…。薬物乱用の恐ろし
さを知ることが薬物乱用防止への第一歩となります。

薬物乱用

21 202016 November広報きくち2016 November広報きくち



泗水図書館
中央公民館図書室
七城公民館図書室
旭志公民館図書室

ひとりじゃなかよ
西本喜美子 著／飛鳥新社

所蔵▶泗水図書館・中央公民館図書室

衝撃的な自撮り写真がネットを中
心に話題になった、御年 88 歳
のアマチュアカメラマン初の写真
集。心温まる熊本弁の詩や幻想
的な写真は魅力いっぱいです。

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi- lib.jp/
☎0968（38）6866
☎0968（25）1672
☎0968（25）1580
☎0968（37）3111

［ 休館日 ］月曜日・月末・祝日
［ 休室日 ］火曜日・第１日曜日・祝日
［ 休室日 ］日曜日・祝日
［ 休室日 ］日曜日・祝日

鶏け
い

頭と
う

を
こ
よ
な
く
愛
す
母
に
供
花

諦
め
て
去
り
ゆ
く
句
友
秋
暑
し

玉
垣
に
縋す
が
り
て
小
さ
き
牽け

ん

牛ぎ
ゅ
う

花か

唐
突
に
蕾
も
た
げ
し
彼
岸
花

芦
刈
っ
て
水
音
広
く
残
り
け
り

丸
山
美
代
子

岩
木　
敬
治

北
村　
妙
子

宮
本　
雅
子

松
永　
久
子

遠
来
の
孫
と
の
食
事
く
さ
ぐ
さ
の
近
況
聴
け
ば
安
ら
ぎ
お
ぼ
ゆ

常
な
ら
ぬ
宵
の
明
り
に
障
子
開
く
ひ
と
日
遅
れ
の
中
秋
の
月

愛
し
の
子
車
輌
も
ろ
と
も
谷
深
く
岩
間
に
埋
ま
る
を
見
と
ど
く
父
母

特
養
の
人
ら
と
向
き
合
い
童
謡
を
歌
え
ば
皆み

ん
な

の
笑
顔
ほ
こ
ろ
ぶ

穂
垂
れ
田
に
沿
う
畔
道
を
朱し

ゅ

に
染
め
て
季
節
た
が
わ
ず
彼
岸
花
咲
く

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

秋
立
ち
て
祖
の
墓
修
復
終
わ
り
た
り
菊
花
供
え
て
胸
な
で
下
ろ
す

の
さ
ん
ね
ぇ
一
寸
一
服
昼
寝
ど
き
止
ま
ぬ
電
話
に
よ
ろ
め
き
て
立
つ

十
六
夜
は
雲
の
過よ

ぎ
る
も
煌
煌
と
月つ

き

光か
げ

降
ら
す
地
上
に
降
ら
す

真
夏
日
に
木
陰
に
伸
び
た
秋
菊
は
緑
深
め
て
花
の
と
き
待
つ

電
線
の
う
な
り
聞
こ
ゆ
る
夜
の
嵐
目
覚
め
し
ま
ま
に
夜よ

の
し
ら
み
ゆ
く

松
本　
和
子

川
口　
敦
子

宮
本　
淑
子

梶
原
美
智
代

安
見　
朱
實

柿
の
葉
の
色
濃
く
厚
く
風
に
鳴
る
秋
の
訪
れ
そ
こ
は
か
と
待
つ

こ
の
夏
の
異
常
な
熱
さ
三
十
七
度
日
陰
を
追
ひ
て
庭
草
を
抜
く

雑
草
の
種
播
き
し
ご
と
庭
一
面
に
抜
け
ど
も
抜
け
ど
も
後
か
ら
生
え
る

瓶
に
さ
す
赤
い
鬼
灯
幼
日
は
隠
れ
て
ち
ぎ
る
ス
リ
ル
も
あ
っ
た

雨
ほ
し
き
庭
の
花
ば
な
色
褪
せ
て
夕
立
雲
は
今
日
も
遠
の
く

岩
木
タ
エ
子

山
下　
菊
代

安
東　
綾
子

堤　
よ
し
み

山
田　
弘
子

自
死
多
き
「
先
進
国
」
て
ふ
こ
の
国
の
惨
は
極
ま
る
立
憲
破
壊

菊
苗
に
バ
ッ
タ
の
親
子
と
ま
り
を
り
消
毒
や
め
て
飛
び
立
つ
を
待
つ

明
日
に
向
き
ひ
と
り
深
々
礼
な
す
に
落
日
い
ま
を
西
山
は
呑
む

朱
の
花
を
ゆ
ら
り
ひ
ら
り
と
縫
ふ
や
う
に
黒
き
揚
羽
が
戯
れ
て
を
り

台
風
の
進
路
は
逸
れ
て
日
常
に
下
校
の
児こ童
等
は
傘
も
て
遊
ぶ

怒
留
湯
健
蓉

林　
ま
つ
子

村
上
さ
き
江

川
口　
幸
臣

安
藤　
則
子

コ
ロ
リ
コ
ロ
割
れ
ぬ
曾
孫
の
西
瓜
割
り

ゴ
ミ
出
し
の
挨
拶
も
ま
た
爽
や
か
に

置
く
影
の
長
く
な
り
ゆ
く
初
秋
か
な

作
業
終
え
夕
日
傾
き
法
師
蟬

新
涼
や
句
心
誘
ふ
風
の
あ
り

服
部　
靜
子

藤
本
ア
ツ
子

五
丁　
義
昭

寺
本　
和
子

藤
本　
邦
治

夕
立
に
息
ふ
き
返
す
庭
の
花

串
焼
き
に
行
列
出
来
て
夏
祭
り

歳
重
ね
思
ひ
出
語
る
終
戦
日

卓
袱
台
に
た
っ
た
一
人
の
冷
や
奴

芹
川
の
り
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川　
蓉
子

水
谷　
ミ
ネ

炎
天
下　
ど
こ
に
居
た
っ
て
し
な
び
れ
る

炎
天
下　
脳
み
そ
ま
で
が
グ
ー
ッ
グ
ツ

よ
か
台
風　
悩
み
の
納
屋
を
つ
く
ざ
し
た

よ
か
台
風　
遠
慮
し
い
し
い
通
ら
し
た

炎
天
下　
予
約
し
と
こ
か
救
急
車

柏
原　
乗
仏

小
崎　
海
美

宮
上　
美
由

井
手　
水
光

山
隈　
好
茶

泗水図書館
　天下を計る
　室町無頼
　鯨分限
　執着
　スマホ断食
　その島のひとたちは、ひとの話をきかない
　ブーツをはいたキティのおはなし
　プーさんとであった日
中央公民館図書室
　夫もやせるおかず作りおき
　ひとりじゃなかよ 
　スクープのたまご
　私の消滅
　死神うどんカフェ1号店  一杯目
　おさんぽおさんぽ 
　マジックツリーハウス探検ガイド
七城公民館図書室
　60代、70代のアイテム別着こなしレシピ
　去就
　おしりたんてい  ふめつのせっとうだん
　ママのスマホになりたい
旭志公民館図書室
　刑罰０号
　林亮太の超リアル色鉛筆入門
　いかにんじゃ
　バナーナ!

 
岩
いわ

井
い

三
み

四
よ

二
じ

  著
垣
かき

根
ね

涼
りょう

介
すけ

  著
伊

い

東
とう

潤
じゅん

  著
ハビエル・マリアス  著

藤
ふじ

原
わら

智
とも

美
み

  著
森
もり

川
かわ

すいめい  著
ビアトリクス・ポター  作

ソフィー・ブラッコール  絵

柳
やなぎ

沢
さわ

英
えい

子
こ

  著
西
にし

本
もと

喜
き

美
み

子
こ

  著
大
おお

崎
さき

梢
こずえ

  著
中
なか

村
むら

文
ふみ

則
のり

  著
石
いし

川
かわ

宏
ひろ

千
ち

花
か

  著
ひろのたかこ  作

メアリー・ポープ・オズボーン  著

佐
さ

藤
とう

恵
けい

子
こ

  著
今
こん

野
の

敏
びん

  著
トロル  さく・え

のぶみ  さく

西
さい

條
じょう

奈
な

加
か

  著
林
はやし

亮
りょう

太
た

  著
みきすぐる  作

藤
ふじ

本
もと

ともひこ  作

猛暑の次は台風ラッシュ…静かな秋はくるのかな?by コスモス

猛暑の次は台風ラッシュ…静かな秋はくるのかな?by コスモス

11月20日㈰ 午前10時～

11月19日㈯

泗水図書館
●茨

いばら

木
き

國
くに

男
お

さん講演  演題：「着物が教えてくれたこと」
　きものサロン和の國代表。

●雑誌ふろく抽選
　本を借りた人に抽選で雑誌のふろくをプレゼント!
●リサイクル本無料配布　  ●企画展示　　他

●講談社の全国訪問おはなし隊
●ぬいぐるみのおとまり会

※詳しくは館内配布又は、ホームページをご覧ください。

あなただけのスタンプを作ってみませんか ? ペットボトル
キャップと発砲シートで簡単にできます ! クリスマスカー
ドや年賀状などにも使えますよ☆

今回は紙でつくる「門松」です。お正月に玄関に飾っても
よし、テレビの横に置いてもよし、手作り門松で新年の
門出を彩りませんか。

と　き

12月17日㈯  10時～11時までと　き

12月8日㈭  14時～15時と　き

七城公民館 和室ところ

中央公民館図書室ところ

無 料参加費

無 料参加費

【申し込み・問い合わせ先】 七城公民館図書室

【申し込み・問い合わせ先】 中央公民館図書室

10名 (※先着順)募集人数

５名 (※先着順)募集人数

12月16日㈮まで申込期限

11月30日㈬まで申込期限

と　き

ところ

23 222016 November広報きくち2016 November広報きくち



問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

73

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「ふれあいサロン写真展」菊池市社会福祉協議会
期　間：11 月１日㈫～ 13 日㈰
　体操や季節ごとの行事など、楽しく取り組まれている様
子を写真と作品でご紹介します。

「二人展」（写真）　徳永尚美・鶴長広志
期　間：11 月 15 日㈫～ 27 日㈰
　菊池の街のあちこちの表情を中心に捉えて撮ってみまし
た。皆さんの心に残る風景があればうれしいです。

「マーカーペン画展」上村修一
期　間：11 月 29 日㈫～ 12 月 11 日㈰
　思いつくまま描いているマーカーペン画です。近くに来
られたら見てください。

【まちかど資料館企画展】「菊池三十三観音展」
期　間：11 月３日㈭～平成 29 年２月 26 日㈰

家
庭
料
理
大
集
合
・
食
の
文
化
祭

　
「
行
事
食
」
と
聞
い
て
何
を
思
い
出

し
ま
す
か
。
冬
至
の
か
ぼ
ち
ゃ
料
理
、

正
月
の
お
せ
ち
…
。
農
耕
民
族
の
日
本

人
に
と
っ
て
、
節
目
ご
と
に
収
穫
に
感

謝
す
る
料
理
を
食
べ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
行
事
食
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
季

節
の
変
わ
り
目
を
乗
り
切
る
「
食
の
知

恵
」
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
行
事
食
と
同
様
、
家
庭
の
料
理
に
も

そ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
食
材
や
味
付
け

が
あ
り
ま
す
。
経
験
と
歴
史
に
培
わ
れ

た
「
地
域
の
料
理
」
を
受
け
継
ぎ
、
後

世
に
伝
え
る
の
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
水
源
地
域
で
は
、
行
事
食
や
郷
土
料

理
を
見
つ
め
る
取
り
組
み
と
し
て
「
水

源
食
の
文
化
祭
」
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。
家
庭
料
理
を
持
ち
寄
っ
て
試
食

し
、
食
に
つ
い
て
語
り
合
う
イ
ベ
ン
ト

は
こ
と
し
で
13
回
目
を
迎
え
ま
す
。

と　
き　
11
月
27
日
㈰

　
　
　
　
午
後
０
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

参
加
料　
千
円
（
小
学
生
は
３
０
０
円
。

未
就
学
児
は
無
料
）

※ 

誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
団
体

で
の
参
加
の
場

合
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇52

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

失
恋
の
博
物
館

　

ク
ロ
ア
チ
ア
に
あ
る
有
名
な
博
物

館
に
「
失
恋
の
博
物
館
」
が
あ
る
が
、

韓
国
の
済
州
市
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
博
物
館
は
、
別
れ
に
関

係
す
る
記
憶
や
品
物
を
一
般
人
か
ら

寄
贈
し
て
も
ら
い
展
示
し
て
い
る
。

　

失
恋
と
聞
く
と
男
女
間
の
愛
を
思

い
浮
か
べ
る
場
合
が
多
い
が
、
展
示

の
英
文
タ
イ
ト
ル
は
、
も
っ
と
広
い

意
味
の
愛
あ
る
い
は
人
間
関
係
と
い

う
意
味
も
あ
る
。
愛
す
る
人
と
の

死
別
を
含
め
、
突
然
終
わ
っ
た
恋
愛
、

失
く
し
た
空
間
に
対
す
る
思
い
出
、

昔
の
自
分
と
の
別
れ
な
ど
、
私
た
ち

が
生
き
て
い
く
上
で
経
験
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
別
離
に
関
す
る
展
示
で
あ
る
。

　

こ
の
博
物
館
を
訪
ね
て
感
動
す
る

人
々
が
多
い
よ
う
だ
。
７
年
前
死
別

し
た
夫
が
愛
用
し
て
い
た
古
い
Ｓ
Ｕ

Ｖ
自
動
車
の
前
に
は
妻
と
息
子
か
ら

の
手
紙
が
あ
る
。

　
「
あ
な
た
の
手
入
れ
が
な
い
の
で
エ

ン
ジ
ン
も
か
か
ら
な
く
、
扉
も
ち
ゃ

ん
と
開
か
な
い
け
ど
雪
と
雨
に
降
ら

れ
な
が
ら
も
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ

た
あ
な
た
の
よ
う
な
車
！
…
あ
な
た
、

こ
の
ま
ま
ず
っ
と
外
に
出
し
て
い
る

と
も
っ
と
痛
む
か
ら
。
こ
れ
以
上
辛

い
思
い
を
し
な
い
で
ね
。
あ
な
た
が

私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
た
時
間
よ

り
も
っ
と
長
く
、
こ
れ
か
ら
は
私
た

ち
が
あ
な
た
を
見
守
り
ま
す
。」 （
妻
か

ら
の
手
紙
）

　
「
パ
パ
！ 

僕
パ
パ
に
ま
た
会
え
た
ら

…
と
に
か
く
と
て
も
会
い
た
く
て
パ

パ
に
抱
き
つ
い
て
泣
き
っ
ぱ
な
し
に

な
る
よ
。 

そ
し
て
パ
パ
の
車
を
喜
ん

で
展
示
し
て
く
れ
た
博
物
館
に
感
謝

し
ま
す
。」 （
息
子
か
ら
の
手
紙
）

　

単
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
な
り
が

ち
な
離
別
が
む
し
ろ
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
の
は
、
個
人
的
な
痛
み
を
告

白
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す

る
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
立

場
や
国
境
を
超
え
る
人
間
同
士
の
共

感
に
つ
な
が
り
、
こ
の
共
感
こ
そ
が

展
示
の
核
心
か
つ
成
功
要
因
で
あ
る
。

　

観
覧
し
た
人
は
、
博
物
館
を
後
に

し
な
が
ら
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る

だ
ろ
う
。
別
れ
と
い
う
の
は
非
常
に

私
的
だ
が
普
遍
的
な
の
で
、
誰
で
も

胸
が
痛
む
こ
と
が
何
度
か
あ
る
だ
ろ

う
。
人
生
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
。
む
し
ろ
つ
ら
い
出
来
事
の

方
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
経
験
か
ら
学
び
、
克
服
し
喜
び

を
見
つ
け
希
望
を
捨
て
ず
前
を
向
い

て
生
き
て
い
く
と
き
、
豊
か
な
人
間

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

癒しの里の手しごと展
期　間：11 月１日㈫～ 15 日㈫
　人の手で丹念に作られた物は形や大
きさにかかわらず、見てほっこり、触っ
てほんわり。きっと心を癒してくれま
す。ことしもまた、そんな作品をたく
さんの人に紹介したいと思います。

「夫婦の手紙・絵手紙展」
期　間　11 月 22 日㈫～
　　　　平成 29 年１月15 日㈰
　全国から募集した手紙や絵手紙の
作品を展示します。11 月 22 日㈫の
オープニングでは募集作品の表彰式
も行います。皆さんぜひお越しくださ
い。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時

昨年の「食の文化祭」

　

神
来
区
南
西
の
横
田
井
手
の
ほ
と

り
に
あ
り
ま
す
。
千
数
百
年
前
の
湖

沼
時
代
に
第
12
代
景け

い

行こ
う

天
皇
御
一
行

が
、
菊
池
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
上

陸
さ
れ
た
場
所
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
神
来
区
貴
船
神
社
の
秋
祭
り（
10
月

15
日
）の
際
は
、
周
り
を
清
掃
し
て
し

め
縄
を
飾
り
付
け
る
な
ど
地
域
住
民

に
よ
り
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

船ふ
な

つ
な
ぎ
場ば

認定番号第ふるさと H27-10 号
推薦者　神来区

　

菊
池
家
琵
琶
は
、
甲
森
北
区
の
宮

川
家（
33
戸
）に
よ
り
約
6
0
0
年
間

に
わ
た
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
琵
琶
で

す
。
こ
の
こ
と
は
菊
池
風
土
記
に
も

菊き
く

池ち

家け

琵び

琶わ

認定番号第ふるさと H27-9 号
推薦者　甲森北区

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

琵
琶
は
、
毎
年
持
ち
回
り
で
大
切

に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
外
部
へ
の
持

ち
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

昨年の展示

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

　
ま
た
、大
切
な
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

■
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
２
月
20
日

「
神
奈
川
県
川
崎
市
中
一
男
子
殺
害
事

件
」
13
歳
の
中
学
１
年
生
が
、
河
川
敷

で
無
職
の
少
年
３
人
に
真
冬
の
川
で
殺

害
さ
れ
、
死
体
遺
棄
さ
れ
る
。

■
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
７
月
26
日

「
相
模
原
障
害
者
施
設
殺
傷
事
件
」
神

奈
川
県
相
模
原
市
の
障
害
者
施
設
に
深

夜
侵
入
し
、
入
所
者
19
人
を
殺
害
、
26

人
に
重
軽
傷
を
負
わ
せ
る
。

■
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
８
月
23
日

「
東
松
山
市
少
年
殺
害
事
件
」
埼
玉
県

の
16
歳
の
少
年
が
、
河
川
敷
で
14
歳
か

ら
17
歳
の
少
年
５
人
に
暴
行
さ
れ
殺
害

さ
れ
る
。

　
３
つ
の
事
件
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

連
日
の
よ
う
に
、
か
け
が
え
の
な
い
命

に
関
す
る
報
道
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
河
川
敷
で
の
事
件
は
、
残
念
な
が
ら

一
年
前
の
事
件
が
同
じ
形
で
繰
り
返
さ

れ
、
前
途
あ
る
少
年
の
命
が
、
ま
た
し

て
も
無
残
に
摘
み
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
咲
か
せ
た
い
夢
も
打
ち
砕
か
れ

ま
し
た
。
何
が
彼
ら
を
こ
の
よ
う
な
行

動
に
走
ら
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
自

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

134

「
命
の
尊
さ
―
人
間
を
尊
敬
す
る
こ
と
―
」　  

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み

や

川が
わ

伊い

十じ
ゅ
う

分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た

か
」
と
彼
ら
に
関
わ
っ
た
人
だ
け
で
な

く
、多
く
の
人
が
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　
国
内
外
に
波
紋
を
広
げ
た
相
模
原
市

の
事
件
は
、
今
後
の
調
査
を
待
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
報
道
さ
れ
た
犯
人
の

言
動
か
ら
障
が
い
者
に
対
す
る
偏
見
や

人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
無
知・無
理
解・

無
関
心
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
い
っ
た
い
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て

人
の
命
を
奪
っ
た
り
、
傷
つ
け
た
り
す

る
人
間
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
生

ま
れ
た
と
き
か
ら
の
犯
罪
者
は
い
ま
せ

ん
。
誰
も
が
多
く
の
人
に
祝
福
さ
れ

て
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
、
大
切
に
育

て
ら
れ
、
将
来
を
夢
み
生
き
て
き
た
は

ず
で
す
。
そ
し
て
、
一
人
一
人
の
命
に

は
、
果
た
す
べ
き
役
割
や
存
在
理
由
が

あ
る
は
ず
で
す
。
自
分
に
つ
な
が
る
大

切
な
人
と
出
会
い
、互
い
に
支
え
あ
い
、

幸
せ
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
は
ず
な
の

に
。
悔
し
く
、
残
念
で
す
。

　
今
回
取
り
上
げ
た
事
件
の
当
事
者
た

ち
は
、
命
の
尊
さ
、
心
や
体
の
痛
み
、

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
や
正
義

感
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
な
か
っ
た
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
は
、
よ
そ
事
で
は
な
く
、
身
近
な

問
題
と
し
て
、
こ
の
国
に
生
き
る
私
た

ち
す
べ
て
に
関
わ
る
問
題
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
と
て
も
生
き
抜
き
に
く
い
社
会

が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
育
て
や
教
育
に
す
べ
て
の
責

任
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、「
無

縁
社
会
」
と
言
わ
れ
る
今
の
社
会
の
在

り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
誰
も
が
幸
せ
に
な
る
権
利
を
持
ち
な

が
ら
、
家
庭
環
境
や
経
済
状
況
な
ど
に

よ
り
、
厳
し
い
生
き
方
を
強
い
ら
れ
る

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、

ど
こ
の
子
ど
も
に
対
し
て
も
気
軽
に
声

か
け
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
、
ど
う
で

し
ょ
う
。
関
わ
り
を
避
け
る
自
分
が
い

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
大
切
な
の
は
、「
愛
さ
れ
て

い
る
、
見
守
ら
れ
て
い
る
」
と
実
感
さ

せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
お
は
よ

う
」「
気
を
つ
け
て
」「
お
帰
り
」「
が

ん
ば
っ
た
ね
」・
・
。
そ
ん
な
言
葉
が

飛
び
交
い
、
人
と
人
の
距
離
が
近
い
関

係
を
再
び
紡
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他

の
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
（
人
間
を

尊
敬
す
る
こ
と
）」
を
す
べ
て
の
人
が

実
践
で
き
た
ら
、
一
人
一
人
の
命
が
輝

き
、
誰
も
が
安
心

し
て
生
き
て
ゆ
け

る
社
会
が
創
造
で

き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
・七城総合支所　☎（25）1000
・旭志総合支所　☎（37）3111
・泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

11月の「税」の納期限
11月30日㈬

問税務課
　市民税係　　　☎ (25)7206
　固定資産税係　☎ (25)7207

●国民健康保険税第５期
●固定資産税第４期　
口座振替を利用している人は 11 月
25 日㈮に振替を行いますので、残
高の確認をお願いします。

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 9 月 15 日 曇り 0.016
泗水総合支所 9 月 21 日 曇り 0.021
菊池市役所 10 月 13 日 曇り 0.027

七城総合支所 10 月 13 日 曇り 0.022
※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結

果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

９月 15 日 曇り 0.040
９月 21 日 曇り 0.040
10 月 13 日 曇り 0.042

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

秋
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
所
有

者
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
の
所
有
者
や
新

た
に
犬
（
生
後
91
日
以
上
）
を
所
有
し
た

人
は
、登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
11
月
６
日
㈰

①
午
前
９
時
～
10
時　
七
城
総
合
支
所

②
午
前
10
時
30
分
～
正
午　
市
役
所

▼
11
月
13
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
旭
志
総
合
支
所

②
午
前
11
時
～
正
午　
泗
水
総
合
支
所

料　
金　
（
１
頭
当
た
り
）

▼
登
録
料　
　
　
３
千
円

▼
集
合
注
射
料　
３
１
０
０
円

　
（
注
射
済
票
５
０
０
円
含
む
）　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
体
や
心
に
深

い
傷
を
残
し
、
ひ
ど
い
場
合
は
子
ど
も
の

生
命
に
も
危
険
が
及
び
ま
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
場
合
は
、
通
告
（
連
絡
）
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
児
童
相
談
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
虐
待
と
判
断
で
き
な
い
と
き
で
も
、

疑
い
を
感
じ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
期
に
相

談
・
連
絡
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
虐
待
か
ど
う
か
の
判
断
は
通
告
を
受
け

た
機
関
が
行
い
ま
す
。
通
告
者
や
情
報
の

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
、
通
告
し
た
内
容
が

間
違
っ
て
い
て
も
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
全
体
で
の
見
守
り
（
早
期
発
見
、

早
期
対
応
）
で
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も

の
命
・
将
来
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

虐
待
の
種
類

▼ 

身
体
的
虐
待　
殴
る
、蹴
る
、た
た
く
、

投
げ
落
と
す
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
首

を
し
め
る
、
一
室
に
拘
束
す
る
な
ど
の

行
為

※
い
ず
れ
の
会
場
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

登
録
済
み
の
人
は
「
狂
犬
病
予
防
注
射
日

程
等
の
ご
案
内
」
の
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率

（
平
成
27
年
度
決
算
）を
公
表
し
ま
す

　
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
決
算
に
基
づ

く
実
質
的
な
赤
字
や
公
社
・
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来
負
担
な

ど
に
よ
る
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
）
を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
財
政
健

全
化
計
画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営

健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

本
市
の
現
状　
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
、
経
営

健
全
化
基
準
と
比
較
す
る
と
健
全
な
状
態

で
す
が
、
今
後
の
事
業
展
開
、
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
現
段
階
以
上
に
将

来
負
担
が
拡
大
し
、
資
金
不
足
が
発
生
す

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
一
層
堅
実

（表１）健全化判断比率　　　　　　　　　 　　　　　　 （単位：％）

指標名 H27年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

参　考
H26年度 H25年度

①実質赤字
　比率

―　
（△ 6.52） 12.76 20.00 ―　

（△ 8.50）
―

（△ 8.63）
②連結実質
　赤字比率

―
（△10.21） 17.76 30.00 ―

（△12.96）
―

（△14.11）
③実質公債
　費比率 7.7 25.0 35.0 8.2 8.8

④将来負担
　比率

―
（△19.1） 350.0 0.7 6.9

※ ①②は実質赤字額と連結実質赤字額がないため「－」で表示。参考に黒字
の比率を「△」で示しています。④は将来負担比率がマイナスのため「－」
で表示。参考に比率を「△」で示しています。

（表２）資金不足比率　　　　　　　 　 （単位：％）
特別会計の名称 資金不足

比率
経営健全
化基準

水道事業会計 ―
（△99.9） 20.0

簡易水道事業等特別会計 ― 20.0

公共下水道事業特別会計 ― 20.0

特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― 20.0

地域生活排水処理事業特別会計 ― 20.0

農業集落排水事業特別会計 ― 20.0

※ 資金不足が生じていないため「－」で表示し、参考に法
適用企業会計の資金剰余の比率を「△」で示しています。

な
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

▼ 

健
全
化
判
断
比
率
は
表
１
、
各
指
標
名

の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

実
質
赤
字
比
率　
一
般
会
計
の
赤
字
の

程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
し
ま
す
。

② 

連
結
実
質
赤
字
比
率　
全
て
の
会
計
の

赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

③ 

実
質
公
債
費
比
率　
借
金
の
返
済
額
な

ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

④ 

将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払

っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
負
担
な
ど

の
、
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い

か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

▼
資
金
不
足
比
率
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

 

①
資
金
不
足
比
率　
公
営
企
業
の
資
金
不

足
を
、
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率
は
、

菊
池
市
監
査
委
員
意
見
書
を
付
し
て
８
月

30
日
定
例
議
会
で
報
告
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
政
課
財
政
係

　
☎（
25
）７
２
０
５

▼ 

性
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
性
器
を
触
る
ま

た
は
触
ら
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

の
被
写
体
に
す
る
な
ど
の
行
為

▼ 

ネ
グ
レ
ク
ト　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

車
の
中
に
放
置
す
る
、
病
気
な
の
に
病

院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど
の
行
為

▼ 

心
理
的
虐
待　
言
葉
で
脅
か
し
た
り
傷

つ
け
る
、
無
視
す
る
、
き
ょ
う
だ
い
間

で
扱
い
に
差
を
つ
け
る
、
子
ど
も
の
目

の
前
で
の
家
族
に
対
し
て
の
暴
力
な
ど

の
行
為

虐
待
を
疑
わ
せ
る
サ
イ
ン

【
子
ど
も
の
様
子
が
お
か
し
い
】
▼
不
自

然
な
あ
ざ
・
や
け
ど
・
打
撲
▼
極
端
に
や

せ
て
い
る
な
ど
栄
養
失
調
状
態
▼
衣
服
や

体
が
不
潔
▼
無
表
情
、
大
人
を
見
る
と
お

び
え
る
▼
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
▼
節
度

な
く
甘
え
る

【
親
の
様
子
が
お
か
し
い
】
▼
子
ど
も
へ

の
健
康
や
安
全
が
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
▼

衣
類
・
寝
具
が
不
衛
生
状
態
▼
子
ど
も
を

家
に
置
い
た
ま
ま
、
よ
く
外
出
す
る
▼
い

つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
子
ど
も
に
当
た
る

問
子
育
て
支
援
課　

　
☎（
25
）１
３
９
９
（
相
談
室
直
通
）

　
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
６（
３
８
１
）４
４
５
１

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

　
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

～ 認知症予防シリーズ ① ～
　現在日本には、認知症の人が約 460万人以上い
ると推測され、とても身近な病気です。普段の食生
活から認知症を予防して、イキイキとした生活を送
りましょう。

問高齢支援課地域包括支援係　
☎（25）7216

介護予防ミニ講座

認知症を予防する食生活
●魚類を食べましょう　特に青魚には不飽和脂肪酸

（DHA、EPA など）が多く含まれ、脳の機能を高める効
果や、認知症の原因となる脳血管疾患（脳出血・脳卒
中など）の危険性を低下させる効果があります。
●野菜や果物を積極的に食べましょう　野菜や果物は、
抗酸化作用があるポリフェノールやビタミン類を多く含
むため、認知症予防に効果があります。
●糖質の取り過ぎに注意しましょう　甘い物や主食（ご
飯類・パン類・麺類）の取り過ぎは、脂質異常症や糖
尿病などを招き、認知症発症の危険性が高まります。
●塩分を控えましょう　塩分の過剰摂取は高
血圧を招き、認知症の原因となる脳血管疾患

（脳出血・脳卒中など）の危険性を高めます。
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障
が
い
者
対
象

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

科　目 受講できる障がい区分 定員 内　容 募集期間 訓練期間 場　所

パソコン
事務基礎科

身 体 障 が い の う ち 聴
覚・上肢・下肢・内部
障がい、精神障がい、
発達障がい、難病

７人

パソコンの基本操
作から、ワープロ・
表計算３級取得を
目 指 し 社 会 人 に
必要なビジネスマ
ナーを学習します。

～11月30日㈬
平成 29 年
１月６日㈮～
３月 24 日㈮

有限会社
PC クリエイト
玉名市築地 216

オフィス
パソコン科

身体障がいのうち下肢
障がい・内部障がい、
精神障がい、発達障が
い、難病、高次脳障が
い

５人

IT 社会に対応でき
るパソコンの技能
取得と実務的な活
用を習得し早期就
職を目指します。

～11月30日㈬
平成 29 年
１月６日㈮～
３月 24 日㈮

有限会社　
アトム開発
熊本市南区江越２丁
目 16-14

※詳しくは熊本県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。「熊本県立高等技術専門校」で検索してください。

募
集観

光
案
内
人
養
成
講
座

参
加
者
募
集

　
菊
池
観
光
案
内
人
の
会
で
は
、
菊
池
の

魅
力
を
伝
え
る
観
光
案
内
人
の
養
成
講
座

を
開
講
し
ま
す
。
菊
池
の
魅
力
を
学
び
、

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
12
月
４
日
㈰　
午
前
９
時
～
午

　
現
在
、
全
国
的
に
深
刻
な
保
育
士
不
足

が
生
じ
て
お
り
、
本
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
で
は
「
菊
池
市
保
育
士
等
人

材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
、
保
育
園
で
働
き

た
い
人
た
ち
と
保
育
園
の
橋
渡
し
を
行

い
、
就
労
支
援
と
人
材
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

対　
象　
保
育
士
、
看
護
師
、
調
理
師
な

ど申
込
方
法　
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
の
流
れ　
登
録
し
た
人
は
登
録
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
、
市
内
保
育
園
長
か
ら
の

情
報
提
供
依
頼
に
基
づ
き
、
市
か
ら
登
録

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
登
録
者
の
中
か
ら

個
別
に
保
育
園
長
か
ら
面
接
な
ど
の
連
絡

が
あ
り
、
面
接
の
結
果
採
用
に
つ
な
が
り

ま
す
。

問
●申
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

保
育
園
で
働
き
た
い
人
の

人
材
バ
ン
ク
登
録
募
集

　

危
険
物
災
害
の
防
止
と
危
険
物
の
貯

蔵
・
取
り
扱
い
の
安
全
を
呼
び
か
け
る
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

応
募
期
限　
12
月
12
日
㈪

問
●申（
一
財
）全
国
危
険
物
安
全
協
会
内
危

険
物
安
全
週
間
推
進
協
議
会
事
務
局

　
☎
03（
３
５
９
７
）８
３
９
３

危
険
物
安
全
週
間

推
進
標
語
募
集

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
10
月
号
40
ペ
ー
ジ
「
ト
ピ

ッ
ク
ス/

大
人
顔
負
け
！
子
ど
も
囲
碁
・

将
棋
大
会
」
の
記
事
で
、
将
棋
の
部
３
位

の
三み

宅や
け

仁し
ん

介す
け

さ
ん
の
学
年
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。

　
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
三
宅
仁
介
さ
ん
（
泗
水
東
小
６
年
）

正　
三
宅
仁
介
さ
ん
（
泗
水
東
小
４
年
）

問 

教
育
委
員
会
旭
志
分
室　

　
☎（
37
）３
１
１
１

熊
本
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

時
間
額
７
１
５
円
（
10
月
１
日
か
ら
）

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
全
て
の
事
業

所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
菊
池
労
働
基
準
監
督
署

　
☎（
25
）３
１
３
６

後
１
時
30
分
（
懇
親
会
あ
り
）

募
集
期
限　
11
月
30
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　
千
円
（
弁
当
・
資
料
代
込
み
）

募
集
人
員　
20
人

問
●申（
一
社
）菊
池
観
光
協
会

　
☎（
25
）０
５
１
３

　
職
業
訓
練
は
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
無
料

で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

自
己
負
担
）。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　
①
合
志
市　
②
菊
陽
町

訓
練
科
目　

① 
溶
接
加
工
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術

科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
制
御
技

術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設

備
サ
ー
ビ
ス
科　

②
機
械
設
計
マ
ス
タ
ー
科

募
集
期
間　

①
11
月
１
日
㈫
～
24
日
㈭

②
～
11
月
30
日
㈬

訓
練
期
間　

①
平
成
29
年
１
月
５
日
㈬
～
６
月
28
日
㈬

②
平
成
29
年
１
月
６
日
㈭
～
３
月
31
日
㈮

　
他
に
も
新
た
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当　

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

　

市
営
住
宅
に
空
き
部
屋
が
発
生
し
た

際
、
速
や
か
に
入
居
を
紹
介
で
き
る
よ
う

補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
付
期
間

内
に
申
し
込
ん
だ
人
は
、
希
望
の
団
地
ご

と
に
抽
選
で
入
居
順
位
を
決
定
し
、
空
き

部
屋
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

広
報
き
く
ち
10
月
号
（
30
ペ
ー
ジ
）
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
必
着

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

　
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

　
「
教
室
に
は
参
加
し
た
い
け
ど
、
昼
は

仕
事
が
あ
る
か
ら･･･

」
と
お
困
り
の
あ

な
た
。
い
き
い
き
養
生
塾
は
、
そ
ん
な
あ

な
た
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
夜

の
教
室
で
す
の
で
、
昼
間
に
時
間
が
取
れ

な
い
人
な
ど
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
12
月
１
日
㈭
～
平
成
29
年
３
月

９
日
㈭
（
全
８
回
）
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
菊
池
広

域
保
健
セ
ン
タ
ー

内　
容　
▼
食
べ
方
で
減
ら
そ
う
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
▼
引
き
締
め
効
果
大
！
ス

ロ
ー
筋
ト
レ
▼
脳
と
体
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

料　
金　
１
０
８
０
円
（
８
回
分
）

い
き
い
き
養
生
塾
第
２
期

参
加
者
募
集
（
夜
コ
ー
ス
）

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
&
癒
し

参
加
者
募
集

　
自
然
豊
か
な
里
山
の
風
景
が
広
が
る
水

源
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。
お

友
達
や
ご
夫
婦
、
ご
近
所
の
人
な
ど
と
一

緒
に
心
地
よ
い
秋
の
フ
ッ
ト
パ
ス
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

と　
き
（
全
２
回
）
※
2
回
と
も
参
加
で

き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。 

第
１
回　
11
月
15
日
㈫　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分　

第
２
回　
11
月
29
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

集
合
場
所　
菊
池
養
生
園　
※
集
合
後
に

バ
ス
か
自
家
用
車
で
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水

源
交
流
館
へ
移
動
し
ま
す
。

内　
容　

第
１
回　
▼
水
源
フ
ッ
ト
パ
ス
A
コ
ー
ス

を
歩
こ
う
▼
い
き
い
き
食
堂
（
昼
食
）
▼

し
な
や
か
な
身
体
を
目
指
そ
う
「
ピ
ラ
テ

ィ
ス
」

第
２
回　
▼
水
源
フ
ッ
ト
パ
ス
B
コ
ー
ス

対　
象　
市
内
に
住
み
健
康
づ
く
り
に
興

味
が
あ
る
人

定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
各
申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
険
組
合　

　
☎（
38
）２
８
２
０

を
歩
こ
う 

参
加
費　
千
円
（
２
回
分
・
昼
食
代
込
）

対
象
者　
市
内
に
住
み
医
師
に
よ
る
運
動

制
限
が
な
い
人

定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
各
申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

　
危
険
物
の
事
故
防
止
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、
危
険
物
に
係
る
事
故
防
止
や
安
全

対
策
に
関
す
る
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

問
●申
危
険
物
保
安
技
術
協
会
事
故
防
止
調

査
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
03（
３
４
３
６
）２
３
５
６

危
険
物
事
故
防
止
対
策

論
文
募
集

　
販
売
実
務
科
で
は
、
就
職
を
目
指
す
知

的
障
が
い
の
あ
る
人
の
職
業
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

訓
練
期
間　
平
成
29
年
４
月
か
ら
１
年
間

対
象
者　
軽
度
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
人

で
、
就
労
意
欲
が
あ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

販
売
実
務
科
訓
練
生
募
集

求
職
登
録
を
し
て
い
る
人
な
ど

第
１
回
選
考　

▼ 

受
付
期
間　
12
月
12
日
㈪
～
平
成
29
年

１
月
13
日
㈮

▼
試
験
日　
平
成
29
年
１
月
23
日
㈪

▼
定
員　
10
人

第
２
回
選
考　

▼ 

受
付
期
間　
平
成
29
年
１
月
24
日
㈫
～

２
月
24
日
㈮　

▼
試
験
日　
平
成
29
年
３
月
３
日
㈮　

▼
定
員　
３
人

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
●申
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

　
民
泊
や
日
帰
り
の
田
舎
体
験
な
ど
に
興

味
の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
癒い
や
し
の
里
き
く
ち
創
生
総

合
戦
略
の
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
菊

池
の
宝
を
発
信
し
、
ひ
と
が
繋
ぐ
“
交
流

の
ま
ち
”
へ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
民
泊
な
ど
に
興
味
が
あ
る
人
を
中
心
に

協
議
会
を
設
立
し
、
菊
池
フ
ァ
ン
を
増
や

す
活
動
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
活
性
化
や
交
流
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
人
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
●申
市
長
公
室
秘
書
係　

　
☎（
25
）７
２
０
０

民
泊
に
興
味
の
あ
る
人
募
集
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http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

相
談 泗

水
幼
稚
園
園
児
募
集

　
市
立
泗
水
幼
稚
園
で
は
、
平
成
28
年
度

の
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

▼
泗
水
幼
稚
園
（
定
員
90
人
）

　
３
歳
児　
20
人

　
４
歳
児　
27
人

　
５
歳
児　
25
人

募
集
・
受
付
期
間

　
11
月
７
日
㈪
～
12
月
16
日
㈮

※ 

入
園
願
書
は
、
11
月
１
日
㈫
か
ら
幼
稚

園
で
配
布
し
ま
す
。

受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
㈯
㈰
㈷
は
除
き
ま
す
。

入
園
資
格　
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
23
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

入
園
決
定　
申
込
者
が
募
集
人
員
を
超
え

る
と
き
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

諸
経
費　
保
育
料
、
給
食
費
、
後
援
会

費
、
絵
本
代
な
ど
の
保
護
者
負
担
が
あ
り

ま
す
。
保
育
料
は
家
庭
の
住
民
税
に
応
じ

て
算
定
さ
れ
ま
す
。

入
園
手
続
き　
幼
稚
園
に
あ
る
入
園
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

★
あ
そ
び
に
お
い
デ
ー
★

　
園
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
見

学
会
を
設
定
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
９
日
㈮

　
受
付　
午
前
９
時
30
分

■
継
続
入
園
の
場
合　
現
在
、
在
籍
し
て

い
る
保
育
所
で
書
類
を
受
け
取
り
、
園
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
認
定
こ
ど
も
園
】

■
願
書
の
提
出

　
入
園
し
た
い
こ
ど
も
園（
菊
池
幼
稚
園・

双
羽
幼
稚
園
）
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
受
付
開
始
時
期
は
園
ご
と
に
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
入
園
し
た
い
園
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
認
定
申
請
書
受
付
期
間

　
願
書
受
付
開
始
日
～
12
月
16
日
㈮

　
願
書
受
け
付
け
後
、
入
園
内
定
を
受
け

た
人
に
園
を
通
じ
て「
支
給
認
定
申
請
書
」

を
送
付
し
ま
す
（
申
請
書
は
園
に
提
出
）。

■
保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民

税
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

■
継
続
入
園
の
場
合　
現
在
、
在
籍
し
て

い
る
園
で
「
支
給
認
定
申
請
書
」
を
受
け

取
り
、
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■対象施設一覧（順不同）
名　称 電話番号 経営

菊之池保育園 0968(25)3304 公立
花房保育園 0968(25)3223 公立

菊池第２さくら幼楽園 0968(25)2918 私立
菊池幼楽園 0968(25)3035 私立

ルンビニ保育園 0968(25)3236 私立
あすなろ保育園 0968(23)4006 私立

菊池ひかり保育園 0968(25)3419 私立
菊池さくら保育園 0968(24)3880 私立
菊池みゆき保育園 0968(25)3602 私立
菊池乳児保育園 0968(24)3848 私立

砦保育園 0968(25)2270 私立
加茂川保育園 0968(25)3208 私立
清泉保育園 0968(26)4070 私立

北合志保育園 0968(37)2809 私立
新明保育園 0968(37)3126 私立
川辺保育園 0968(37)2438 私立

泗水東保育園 0968(38)3350 私立
富原保育園 0968(38)2252 私立
吉富保育園 0968(38)3795 私立
田島保育園 0968(38)2802 私立
福本保育園 0968(38)4651 私立
菊池幼稚園 0968(25)4458 私立
双羽幼稚園 0968(24)0467 私立

　
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
へ
、
新
規
に
入
所
を
希
望

す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
所
】

  ■ 

入
所
申
込
書
（
支
給
認
定
申
請
書
）
の

配
布　
11
月
４
日
㈮
～

■
受
付
期
間

　
11
月
11
日
㈮
～
12
月
16
日
㈮

■ 

提
出
先　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
民
生
課

■
必
要
書
類　
▼
入
所
申
込
書
（
支
給
認

定
申
請
書
）
▼
父
母
・
同
居
の
祖
父
母
の

就
労
証
明
書
な
ど
（
60
歳
以
上
の
人
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）
▼
保
育
所
入
所
に
関
す

る
確
認
票
（
同
意
書
）

■
入
所
で
き
る
基
準　
▼
１
カ
月
に
64
時

間
以
上
労
働
し
て
い
る
場
合
▼
母
が
出
産

予
定
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
場
合
▼
病

気
や
け
が
、
障
が
い
が
あ
る
場
合
▼
同
居

の
親
族
を
介
護
・
看
護
し
て
い
る
場
合
▼

求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合
（
入
所
後

３
カ
月
以
内
の
就
労
が
条
件
）
▼
そ
の
他

市
長
が
認
め
た
場
合

■
保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民

税
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他　
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
第

１
希
望
に
入
所
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

問
子
育
て
支
援
課  

☎（
25
）７
２
１
４

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

と
こ
ろ　
泗
水
幼
稚
園

内　
容

▼
午
前
９
時
45
分
～
10
時
15
分

　
子
ど
も
：
遊
び
、
保
護
者
：
概
要
説
明

▼
午
前
10
時
20
分
～　
保
育
見
学

※
見
学
後
は
自
由
解
散

問
●申
泗
水
幼
稚
園　
☎（
38
）２
７
０
９

　
国
際
交
流
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
イ
」
を

開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
20
日
㈰　
午
前
９
時
集
合

集
合
場
所　
菊
池
市
役
所
正
面
玄
関
前

内　
容　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
交
流
会

対
象
者　
市
内
に
住
む
日
本
人
、
市
内
に

住
む
か
勤
務
し
て
い
る
外
国
人

参
加
費　
▼
日
本
人　
千
円
（
交
流
会
費

含
む
）
▼
外
国
人　
無
料　

定　
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
市
長
公
室
に
あ
る
申
込
書
を

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
11
月
10
日
㈭

問
●申
市
長
公
室
広
報
交
流
係

　
☎（
25
）７
２
５
２

楽
し
み
な
が
ら
国
際
交
流

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

平
成
29
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
73
人
程
度

▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科　
　
10
人
程
度

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科　
　
　
10
人
程
度

▼
商
業
デ
ザ
イ
ン
科　
　
　
　
10
人
程
度

▼
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科　
　
　
　
10
人
程
度

▼
建
築
設
計
科　
　
　
　
　
　
10
人
程
度

▼
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科　
　
　
　
10
人
程
度

▼
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス　
　
３
人
程
度

　
（
視
覚
障
が
い
者
対
象
）　　
　
　

▼
総
合
実
務
科　
　
　
　
　
　
10
人
程
度

　
（
知
的
障
が
い
者
対
象
）

訓
練
期
間　
１
年
間

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
は
２
年
間

応
募
資
格　
▼
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
取
得
し
て
い
る

人
ま
た
は
取
得
可
能
な
人
▼
精
神
障
が
い

が
あ
る
人
で
、
統
合
失
調
症
・
そ
う
う
つ

病
・
て
ん
か
ん
の
い
ず
れ
か
の
診
断
を
受

け
主
治
医
の
意
見
書
の
写
し
を
提
出
で
き

る
人
▼
総
合
実
務
科
は
療
育
手
帳
な
ど
持

っ
て
い
る
人

受
付
期
間　
11
月
２
日
㈬
～
平
成
29
年
１

障
が
い
者
対
象

職
業
訓
練
生
募
集

月
６
日
㈮
ま
で

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
☎
０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

昨年の交流会

講
習
会
受
講
者
募
集

問
●申（
公
社
）菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　
☎（
25
）３
６
３
３

講　習 内　容 講習期間 日　数 定　員 応募資格 申込期限 場　所

接遇講習

動作の基本、挨拶と
お辞儀、「モノ」の受
け渡し方、言葉遣い、
電話対応など

11 月15 日㈫ １日 15 人

60 歳 以 上 で シ ル
バー人材センターで
就業を希望する人お
よび会員

11月10 日㈭ 菊池市
泗水公民館

樹木管理
講習

剪定の基礎知識（座
学）、剪定の仕方（実
技）

11 月24 日㈭～
　　  30 日㈬ ５日 25 人

55 歳以上で就職を
希望する人。全日程
を受講できる人

11月14日㈪ 菊池市シルバー
人材センター

介護基礎
講習

介護基礎、起居動作、
車イス・食事・排泄
の介助、衣服の着脱
など

11月28日㈪～
12月６日㈫ ６日 20 人

55 歳以上で就職を
希望する人。全日程
を受講できる人

11月18日㈮ 菊池市
泗水公民館

※受講料は無料です。電話で申し込んでください。

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
の
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
21
日
㈪
～
25
日
㈮

　
午
後
８
時
ま
で
※
23
日
㈬
㈷
を
除
く

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
８

農
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た

い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
熊
本
県
農
業
公
社
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し

た
い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」

と
い
う
人
は
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓

口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
農
業
公
社

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/
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Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

第
44
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
が
菊
池
で
生

き
る
知
恵
や
経
験
を
語
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
地
域

健
康
プ
ラ
ン
ナ
ー
北き

た

里ざ
と

嘉よ
し

幸ゆ
き

さ
ん
を
招
き
、

菊
池
養
生
詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
・
参
加
費
不
要

で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と　
き　
11
月
26
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１

イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
習

11
月
の
内
容

10
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

17
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

24
日
㈭　
救
急
法
と
災
害
対
応
の
講
話

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
保
護
者

※ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
オ
イ
ル
代
で
初
回
に

１
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
抽
選
会
の

ほ
か
、
カ
レ
ー
や
米
粉
ニ
ラ
餃
子
、
野
菜

な
ど
も
販
売
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
23
日
㈬
㈷

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
七
城

支
所
駐
車
場　
※
駐
車
は
七
城
町
流
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
障
が
い
者
支
援
施
設　
居
屋
敷
の
里　

　
☎（
24
）５
２
１
０

第
19
回
居
屋
敷
の
里
交
流
会

　
糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
へ
の
取
り
組
み

の
重
要
性
を
喚
起
す
る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

と　
き　
11
月
10
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
郡
市
医
師
会
立
病
院
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容　

栄
養
指
導
、
S
A
T
シ
ス
テ

ム
、
運
動
療
法
、
血
糖
・
血
管
測
定
、
お

薬
の
相
談
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
な
ど
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

問
菊
池
郡
市
医
師
会
立
病
院
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー　
☎（
25
）２
１
９
１

世
界
糖
尿
病
デ
ー
㏌
き
く
ち

と　
き　
11
月
18
日
㈮

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム

※ 

セ
ミ
ナ
ー
は
無
料
で
す
が
、
入
浴
・
休

憩
す
る
場
合
は
３
３
０
円
が
必
要
。

内　
容

① 

午
前
10
時
～
正
午　
健
康
相
談
・
チ
ェ
ッ

ク
（
身
体
測
定
、血
圧
測
定
、骨
密
度
測
定
、

足
指
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
な
ど
）

② 

午
前
11
時
～
正
午　
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
お
湯
の
中
で
で
き
る

湯
中
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

③ 

正
午
～
午
後
１
時　
食
事
会
（
6
5
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
３
グ
ラ
ム
以
下

の
食
事
）
※
食
事
は
７
０
０
円
。
11
月

11
日
㈮
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
七
城
温
泉
ド
ー
ム

　
☎（
26
）４
８
０
０

第
５
回

わ
く
わ
く
健
康
セ
ミ
ナ
ー

と　
き　
平
成
29
年
１
月
８
日
㈰

　
受
付　
午
前
10
時

　
開
式　
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人

で
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
市
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
人

※ 

対
象
者
に
は
10
月
下
旬
に
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
案
内
が
届
い
て
い
な
い

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

菊
池
市
成
人
式

　
生
物
多
様
性
に
関
す
る
学
習
や
自
然
観

察
を
通
し
て
、
身
近
な
自
然
環
境
の
保
全

に
つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

▼ 

11
月
26
日
㈯　
午
後
１
時
～
４
時
40
分

熊
本
県
立
大
学

▼ 

12
月
10
日
㈯　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

県
林
業
研
究
指
導
所　

申
込
期
限　
11
月
23
日
㈬

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ⓗhttp://w
w

w
.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_17019.htm
l

問
●申
熊
本
県
自
然
保
護
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
４

県
自
然
環
境
講
座
「
生
物
多
様

性
く
ま
も
と
セ
ミ
ナ
ー
」

と　
き　
11
月
20
日
㈰　
　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

と
こ
ろ　
熊
本
テ
ル
サ
（
熊
本
市
中
央
区

水
前
寺
公
園
28
‐
51
）

内　
容

第
１
部
「
教
育
現
場
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
の
取
組
」

▼ 

取
組
発
表　

熊
本
市
立
帯
山
西
小
学

校
、
山
鹿
市
立
菊
鹿
中
学
校
、
熊
本
大

学
文
学
部
学
芸
員
養
成
課
程

第
２
部
「
家
族
問
題
か
ら
考
え
る
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
」

▼ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
ハ
ン
セ
ン
病
家

族
訴
訟
弁
護
団　
国く
に
宗む
ね
直な
お
子こ

弁
護
士

▼ 

リ
レ
ー
ト
ー
ク　
菊
池
恵
楓
園
入
所
者

自
治
会　
志し

村む
ら

康や
す
し
会
長 

、 

ハ
ン
セ
ン

病
遺
族・家
族
の
会
「
れ
ん
げ
草
の
会
」

▼ 

歌　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー　
宮み
や

里ざ
と
新し
ん
一い
ち
さ
ん

熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

啓
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

申
込
方
法　
申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
当
日
参
加
も
で
き
ま
す

Ⓗhttps://w
w

w
.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_16882.htm
l

Ⓜkenkousuisin@
pref.kum

am
oto.

lg.jpⒻ
０
９
６（
３
８
３
）０
４
９
８

問
●申
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
１
０

と　
き　

▼
第
１
回　
11
月
15
日
㈫

▼
第
２
回　
11
月
25
日
㈮　

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
商
工
会
２
階
会
議
室

内　
容　

▼
第
１
回
「
補
助
金
に
頼
ら
な
い
創
業
の

仕
方
」　

創
業
希
望
者
の
補
助
金
に
頼
ら

な
い
資
金
繰
り
、
資
金
調
達
の
方
法
を
含

め
た
創
業
計
画
の
作
成

▼
第
２
回
「
長
続
き
す
る
お
店
に
す
る
た

め
に
」　

創
業
計
画
作
成
後
「
顧
客
・
販

路
の
開
拓
」「
財
務
、
税
務
、
法
務
」
の

基
礎
知
識
の
勉
強

講　
師　
本ほ
ん
郷ご
う　
誠ま
こ
と（
中
小
企
業
診
断
士
）

定　
員　
各
15
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

▼
第
１
回　
11
月
11
日
㈮

▼
第
２
回　
11
月
22
日
㈫

菊
池
創
業
セ
ミ
ナ
ー

申
込
方
法　
申
込
先
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

個
別
相
談
会
も
実
施
し
ま
す

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
希
望
者
に
15
分
～

30
分
の
個
別
面
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
会　
午
後
４
時
～

定　
員　
各
３
人
（
先
着
順
）　

※
相
談
会
は
セ
ミ
ナ
ー
申
し
込
み
時
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⓕ（
25
）１
１
２
３

Ⓜh-hashim
oto@

city.kikuchi.
lg.jp問

●申
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
16
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
22
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま

す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
11
月
18
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
2
階
小
会
議
室

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

と　
き　
11
月
13
日
㈰

　
　
　
　
午
前
8
時
30
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　
き
く
ち
観
光
物
産
館

内　
容　
農
産
物
の
特
売
、
詰
め
放
題
、

新
米
の
つ
か
み
取
り
、
福
餅
ま
き
（
抽
選

券
付
き
餅
ま
き
）、
ス
テ
ビ
ア
餅
の
餅
つ

き
会
、
大
鍋
料
理
の
販
売
、
椎
茸
部
会
や

ヤ
ー
コ
ン
菊
芋
部
会
の
実
演
販
売
、
抽
選

会
な
ど　

問
き
く
ち
観
光
物
産
館  

☎（
25
）５
４
７
７

き
く
ち
観
光
物
産
館　

秋
の
収
穫
祭

　
県
内
の
児
童
生
徒
と
教
職
員
に
よ
る
科

学
研
究
物
な
ど
の
優
秀
作
品
を
展
示
公
開

し
ま
す
。
歴
史
あ
る
科
学
展
へ
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
５
日
㈯
～
９
日
㈬

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

熊
本
市
環
境
総
合
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
東
区
画
図
町
所
島
４
０
４
‐
１
）

参
加
費　
無
料

問
熊
本
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８（
44
）６
６
１
３

発
見
！ 

広
が
る
未
来

第
76
回
科
学
展
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　色付いた葉っぱを使って、あなたの思いをキャンバスに
描いてみませんか。参加無料です。多くの皆さんの参加を
お待ちしています。
と　き　11 月 20 日㈰　午前 10 時～正午
ところ　菊池市ふれあい交流センター（袈裟尾 445-12）
定　員　15 人（先着順）
申込方法　はがき・電話・FAX などで申し込んでください。
申込期限　11 月 17 日㈭
問●申菊池市ふれあい交流センター運営委員会　原

は ら

山
や ま

☎Ⓕ 0968(25)5600　

葉っぱでアート

　ことしも菊池で頑張っている人たちみんなで開催しま
す。手作りの品や家の中に眠っていたお宝などが多数出品
されますよ。入場無料です。皆さんぜひ遊びにきてくださ
い。お待ちしています。
と　き　11 月 20 日㈰　午前 10 時～午後３時
ところ　七城体育館（鴨川公園横）
問ボランティアお手玉会「手に手をとって」事務局　田

た

代
し ろ

☎ 090(2712)7656

第２回手づくりマルシェ＆すっきり市 春のやり直し！きくちマルシェ　Vol.3
～芝生のうえでピクニック～

　熊本地震で中止になった「きくちマルシェ」を開催しま
す。雑貨、アンティーク家具、ハンドメイド品、おいしい
スイーツ・カフェ・フードのお店が約 100 店集結。ライ
ブもありますよ！素敵なお店や作家さんたちが皆さんをお
待ちしています。
と　き　11 月 27 日㈰　午前９時～午後３時（小雨決行）
ところ　菊池市民広場（きくち観光物産館横）
問古物・雑貨 bb　
☎ 0968(24)7360

第30回龍門ふるさとまつり

　龍門の農家が丹精込めて栽培した農産物（原木しいたけ
や米など）の競り市が行われるほか、ステージイベントや
青空市場、農産物の新鮮朝取りコーナーなど楽しいイベン
ト盛りだくさんです。秋の行楽シーズンにぜひ龍門へお越
しください。菊池アートフェスティバル in 龍門も 11 月
３日㈭㈷～６日㈰に開催します。
と　き　11 月 20 日㈰　午前９時 30 分～
ところ　竜門ダムエントランス広場
問龍門ふるさとまつり実行委員会　永

な が

田
た

☎ 080(6413)4709　

　手作りの祭りでことし 13 回目を迎えます。文化作品展
示や舞台での催し、各地区のテント村や新鮮な地元農産物
の販売があります。皆さまの参加をお待ちしています。
と　き　11 月 13 日㈰　
　　　　午前 10 時～午後３時 30 分
ところ　戸崎小学校
問戸崎よいとこ祭実行委員会　中

な か

野
の

☎ 090(4518)0088

第13回戸崎よいとこ祭

　司会に TKU 荒木アナ・おがっちを迎え、泗水中学校吹
奏楽部演奏やバルーンアートショー、れーなさん・MICA
さんのコンサートなどのステージイベントや飲食・ハンド
メイド作品・バサーのマルシェ、縁日コーナーもあります。
ゲーム機などが当たる抽選会もありますよ。多数のご参加
お待ちしています。
と　き　11 月 12 日㈯　午前 10 時～午後１時　
ところ　障がい者支援施設サニーサイド
※近隣に駐車スペースをご用意しています。
問サニーサイド秋まつり実行委員会　☎ 0968(38)4448

サニーサイド秋まつり 秋から始める太極拳
生徒募集

　心身の調和のとれた健康を目指し、太極拳を始めませ
んか。11 月は無料体験月間です。気軽にお越しくださ
い。自分の体力に合わせて楽しむことができます。
と　き　毎週㈫　午後７時～８時
ところ　菊池市西部市民センター
内　容　練功 18 法、八段錦、楊名時 24 式太極拳
参加費　月 1,000 円
問日本健康太極拳師範　佐

さ

々
さ

木
き

☎ 0968(25)0696　

と　き　11 月 28 日㈪　午前９時 30 分～
ところ　戸島ふれあい広場パークゴルフ場
　　　　（熊本市東区戸島町 1489 番地）
対　象　市内在住および市内の職場に勤務している人
　　　　（初心者大歓迎です）
参加費　１人 1,000 円　賞品　各種あり
申込方法　直接または電話で申し込んでください。
申込期限　11 月 18 日㈮
問●申菊池パークゴルフ協会事務局　越

お お

猪
い

☎ 090(7296)2748

第８回菊池市民パークゴルフ大会
参加者募集

※ 

投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
長
公
室
広
報
交
流
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２　
Ⓜkouhou@

city.kikuchi.lg.jp

市 民 の 広 場
※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

➊ 「iphone」「ipad」の場合 ⇒ App store から
　「Android」の場合 ⇒ Google play から
　 「Aurasma」で検索してインストールします。
➋  Aurasma を起動するとチュートリアル画面が表示されますの

で、一番右までスライドし 「Skip」を押します。真ん中下の△
マークを押すと画面下部に検索ボタンが出ますので、検索ボ
タンを押して「癒しの里 菊池」と入力し検索します。

➌  「Follow」をタップして選択します。（選択すると Following
に変わります）画面下部中央の四角のボタンを押します。

▼「癒しの里 菊池」で検索 ▼ Follow をタップ

広報写真が動き出す！？
最先端の不思議体験をぜひお試しください！動画の視聴方法
➍  「AR」のマークがある写真にカメラをかざすと動画を見る

ことができます。

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
教
室
で
す
の
で
皆

さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
９
日
㈬
、
16
日
㈬
、
30
日

㈬
、12
月
7
日
㈬
、14
日
㈬
、21
日
㈬
（
全

６
回
）　
午
後
７
時
30
分
～

と
こ
ろ　
菊
池
中
央
公
民
館

参
加
費　
２
千
円
（
全
６
回
分
、
温
泉
券

優
待
有
り
）

問
中な

か

野の

　
☎
０
７
０（
４
７
３
７
）８
６
５
５

菊
池
を
癒
や
し
と
健
康
の
街
に

温
泉
ヨ
ガ
教
室

　緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情報、
教育、文化、スポーツ、観光、イベント情報なども
配信しています。ぜひご登録ください。

携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規作成」など
を選択。
 「 メール 作 成 」画 面 を 開 い た ら、宛 先（ TO）に 直 接 

「 kam@123123.tv」と入力し、空メールを送信。
 10 分程度で「菊池安心メールのご登録」というメール
が届きますので、メールを開き、文章の下段にある URL（ア
ドレス）を選択してください。
 「会員登録」画面を開いたら、各自当てはまる項目にチェッ
クして「登録」を選択します。

■ 登録手順
❶

❷

❸

❹

■  メールが届かなくなった人
　 送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットか
らのメール拒否が考えられます。「ドメ
イン指定受信設定」で確認してください。
ドメイン指定受信設定方法はホームペー
ジに掲載していますのでご覧ください。

問市長公室　☎ 0968(25)7200 登録用２次元コード↑

安心安全メールをご利用ください！
情報充実♪

RKK 放送局と協力し、テレビ（データ放送）
を使った住民情報発信サービスを行っていま
す。お知らせや子育てなどの行政情報や、緊
急時の防災に関する情報も発信しています。

RKKテレビを
視聴します

［デタポン］を選び、
リモコンの［決定」
を押します

リモコンの
dボタンを押します

パソコンやワンセグでも
閲覧可能

　地域を選択する必要があ
ります。また、ワンセグで閲
覧する場合には、パケット料
金が発生します。
問市長公室広報交流係
　☎ 0968(25)7252

デタポン
とは

　
熊
本
地
震
の
影
響
で
営
業
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
復
旧
工
事
を
進
め
10
月
１

日
か
ら
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
今
後
の

レ
ー
ス
・
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
内
容　

▼ 

11
月
６
日
㈰

　

 

G
O
L
D 

C
U
P 

R
A
C
E 

　
第
４
戦
４
輪
レ
ー
ス

▼ 

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰　

　

 

九
州
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
選
手
権
シ
リ
ー
ズ

第
５
戦
２
輪
レ
ー
ス

▼ 

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　

 

ス
ー
パ
ー
耐
久
シ
リ
ー
ズ
２
０
１
６

　

 

第
６
戦
「
T
K
U
ス
ー
パ
ー
耐
久
レ

ー
ス
㏌
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
」

問
㈱
オ
ー
ト
ポ
リ
ス　

　
☎
０
９
７
３（
55
）１
１
１
１

オ
ー
ト
ポ
リ
ス
営
業
再
開
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.28

　３年生 147 人が高齢者 15 世帯と福祉施設４カ
所を訪問し、草取りや窓ふき、清掃などを行いま
した。ことしで７回目となる取り組みで、活動や
ふれあいを通して人や社会の役に立つ喜びを体験
し、奉仕の心や高齢者への敬意を持つことを目的
に毎年行っています。お礼の言葉や手紙をいただ
くなど、大変喜ばれています。

菊池南中学校

　本年度、総合的な学習の時間を見直し「地域貢献」
「人を喜ばせる」をキーワードに単元の再構成・改
訂を進めています。３年生は福祉の現場を学ぶこ
とで自らの生き方を考え、人権意識の向上を目指
しています。生徒たちは自分でイベントを企画し、
パネルシアターや読み聞かせ活動など積極的に取
り組んでいました。

菊池北中学校
祉体験学習福９月15日

草取り作業網戸もきれいに拭きあげます

市内７カ所の福祉施設で学習しました

新品みたいにピカピカ

　土曜授業で２年生から６年生の児童が菊之池校
区のふるさと遺産を巡り、地域の歴史を学びまし
た。村田公民館では広げると直径が 2.5 メートル
もある「大数珠」を触らせてもらいました。年に
数回しかお披露目されない大変貴重な品で、児童
たちは数珠を握って願い事をつぶやいていました。

之池のふるさと遺産めぐり菊
菊之池小学校９月10日

齢者世帯サポート事業高９月27日

　保護者を招き給食試食会を開催しました。試食
会は保護者の「食」の関心を高めることや、日頃
どのような給食を食べているかを知ってもらうた
めに毎年行っています。児童たちは普段とは違う
雰囲気での食事に終始笑顔を見せ、保護者と給食
を楽しんでいました。

９月15日

栄養士塚脇さんの食育講演 多くの保護者が参加しました

食試食会給
泗水小学校

大数珠に児童たちも興味津々

魅力発信マイスター

伊
い

藤
とう

　亮
りょう

さん
出身：神奈川県足柄上郡中井町
趣味： 離島巡り、スポーツ観戦（相撲、

箱根駅伝、高校野球）市町村マ
ンホール撮影、カレー食べ歩き

特技：世界の国旗当て
座右の銘：やらない後悔よりやる後悔

　菊池市地域おこし協力隊に新たに５人のメンバーが加
わりました。都市部から菊池市に移住してきた彼らは、

「文化」「健康」「観光」「ブランド」「魅力発信」の５つ
の分野で地域おこしに取り組んでいます。任期は最長で
３年間。活動終了後も本市に定住してもらう予定です。
なぜ都会から菊池市に移住してきたのか。ここでどんな
取り組みをしていくのか。地域おこし協力隊の人物像や
活動内容をシリーズでお届けします。
問い合わせ先　企画振興課　☎ 0968(25)7250

─
な
ぜ
菊
池
市
の
協
力
隊
に
？

　

関
東
以
外
で
の
生
活
に
興
味
が
あ
り
、

協
力
隊
の
募
集
を
検
索
。
過
去
に
訪
れ
て

良
い
印
象
だ
っ
た
こ
と
、
前
職（
タ
ウ
ン

誌
記
者
）の
経
験
を
生
か
せ
る
職
種
だ
っ

た
こ
と
か
ら
応
募
を
決
意
し
ま
し
た
。

─
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

取
材
や
記
事
の
作
成
を
し
て
、
菊
池
の

魅
力
を
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。
現
在
は
、
広
報
き
く
ち
に
関
す
る
取

材
＆
制
作
が
メ
イ
ン
で
す
。
ま
た
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
他
の
媒
体
で
も
発
信
し

ま
す
。
何
気
な
い
日
常
の
一
コ
マ
か
ら
面

白
い
ネ
タ
を
探
す
の
が
好
き
な
の
で
、
自

分
な
ら
で
は
の
菊
池
の
隠
れ
た
魅
力
を
ど

ん
ど
ん
発
掘
し
て
、
世
に
広
め
て
い
き
た

い
で
す
。

─
菊
池
市
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

　

人
が
親
切
。
自
然
が
豊
か
。
食
が
お
い

し
い
。
良
質
な
温
泉
が
安
い
。
実
家
が
遠

い
点
以
外
は
、
最
高
の
場
所
で
す
。
田
舎

過
ぎ
ず
、
都
会
過
ぎ
ず
、
と
て
も
暮
ら
し

や
す
い
で
す
。
近
年
、
都
市
開
発
に
よ
っ

て
日
本
各
地
で
似
た
よ
う
な
街
が
増
え
ま

し
た
が
、
菊
池
に
は
良
い
意
味
で
昭
和
の

息
吹
が
残
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

─
３
年
後
、
菊
池
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し

た
い
で
す
か
。

　

熊
本
へ
行
く
こ
と
を
関
東
で
話
し
た
と

こ
ろ
、
菊
池
市
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な

か
っ
た
で
す
。
素
材
は
一
級
品
な
の
で
、

「
熊
本
へ
来
た
か
ら
に
は
菊
池
へ
寄
ら
ね

ば
！
」
と
旅
行
者
が
思
え
る
よ
う
、
知
名

度
を
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

泗水東小学校
術体験！スクールコンサート芸９月20日

　芸術体験活動の一環で、スクールコンサートを
行いました。コンサートでは、国内外で活躍中の
ウェイウェイ・ウーさんが中国の民族楽器「ニ胡」
の音色を披露しました。児童たちは演奏に合わせ
て手を振ったり、手拍子をしたりと本物のコンサー
トのように盛り上がっていました。

幻想的な音色に児童も聴き入っていました

樹
脂
業
界
の
ニ
ッ
チ
・
ト
ッ
プ
企
業
を
目
指
す

ミ
ラ
イ
ア
ル
㈱
熊
本
事
業
所

◆
所
在
地　
泗
水
町
住
吉
１
３
３
２
‐
17

◆
従
業
員　
３
５
５
人

◆
設　
立　
昭
和
59
年
４
月

☎
０
９
６
８（
38
）３
３
１
１

Ⓗhttp://w
w

w
.m

iraial.co.jp/

◆
主
な
製
品　
半
導
体
製
造
の
各
工
程
で
使
用

さ
れ
る
搬
送
・
保
管
用
の
容
器
や
特
殊
薬
液
に

も
耐
え
る
流
体
関
係
部
品
の
製
造
お
よ
び
販
売
。

◆
業
務
内
容　
特
殊
原
料
の
開
発
、
製
品
お
よ

び
金
型
設
計
と
製
作
、
成
形
お
よ
び
検
査
、
化

学
分
析
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
機
器
を
使
用
し

た
検
証
作
業
な
ど
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
私
ど
も

は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
通
じ
て

設
計
・
試
作
・
加
工
・
金
型
・

成
形
・
成
形
機
、
全
て
の
面
か
ら
お
客
さ
ま
に

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
お
届
け
し
ま
す
。

心
と
旬
を
運
ぶ

九
州
と
全
国
の
都
市
を
物
流
で
結
ぶ

㈱
九
州
運
輸

◆
所
在
地　
泗
水
町
田
島
２
７
２
４
‐
１

◆
従
業
員　
60
人

◆
設　
立　
昭
和
51
年
５
月

☎
０
９
６
８（
38
）３
５
１
５

◆
主
な
製
品　
運
送
業　

グ
ル
ー
プ
会
社
の
亀

の
甲
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
か
ら
芋
・
大
根
を
育
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
一
般
貨
物
自
動

車
運
送
業
・
自
動
車
運
送
取
扱

事
業
・
倉
庫
業
・
産
業
廃
棄
物

収
集
運
搬
事
業

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　

従
業

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
大
型
免
許
取
得
制
度

有
り
）
詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
グ
ル
ー
プ
会
社
で
温
泉
（
亀
の
甲
温
泉
）

を
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
62
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：坂
さか

本
もと

克
かつ

利
とし

さん

会社外観

製品写真

代表：北
きた

田
だ

秀
ひで

文
ふみ

さん

⑫

会社外観

運送車両

地域おこし　力隊を紹介します！
Vol.11

わがまちの
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講演する松本さん㊧と木村さん㊨

楽しみながら子育てしませんか
　第 41 回くまもと子育てトークが泗水公民館で開催
され、家族連れや保育関係者など約 120 人が参加し
ました。フリーアナウンサーの松

ま つ

本
も と

志
し

のぶさんと熊本
放送アナウンサーの木

き

村
む ら

和
か ず

也
や

さんが、子育てに対する
考え方や子どもとの接し方などを対話形式で講演。分
科会では、子育
てのストレスを
解消し心を明る
く保つコツを話
し合ったり、ダ
ンスで体を動か
したりして楽し
みました。

８月 28 日　第 41 回くまもと子育てトーク

交友会参加者の皆さん

ツーリングで被災地熊本を応援
　第 40 回九州自動二輪交友会 2016 が菊池笹乃家で
開催され、全国各地から約 150 人のバイク愛好者が
集まり、自慢の愛車を披露しました。駐車場には大型
二輪車やサイドカーなどがずらりと並び、参加者や観
光客が足を止めて眺めていました。主催者の田

た

代
し ろ

哲
て つ

哉
や

さん（本村）は
「 全 国 か ら 大 勢
の人たちが熊本
を応援しようと
集まってくれた。
本当にありがた
い」と感謝を述
べました。

９月 10 日　第 40 回九州自動二輪交友会 2016

小森田さん。派遣の任期は２年間

小森田渚さんがモザンビークへ
　小

こ

森
も り

田
だ

渚
なぎさ

さん（泗水町田島）が、独立行政法人国際
協力機構（JICA）の青年海外協力隊員として、アフ
リカ・モザンビーク共和国に派遣が決まり報告のため
市役所を訪れました。現地では所得向上や衛生環境の
改善に向け、住民と共同でプロジェクトの立案から実
施までを行いま
す。小森田さん
は「自ら課題を
見つけ現地住民
と協力しながら
活動したい」と
抱負を語りまし
た。

９月 16 日　JICA 青年海外協力隊

南桜ヶ水区に整備された備品。スピーカー
㊧とグラウンドゴルフ用品㊨

南桜ヶ水区に活動備品を整備
　コミュニティの健全な発展を図ることを目的とした
コミュニティ助成事業により、南桜ヶ水区にコミュニ
ティ活動備品（スピーカー、グラウンドゴルフ用品な
ど）が整備されました。
　このコミュニティ助成事業は、宝くじ社会貢献広報
事業費を財源と
して一般財団法
人自治総合セン
ターが助成決定
を行うもので、今
後、 南 桜 ヶ 水 区
の益々の活性化
が期待されます。

９月 20 日　宝くじ助成事業

左から古庄さん、東さん、吉田さん

元気いっぱい発表しました
　平成 28 年度菊池市童話発表会が七城公民館講堂で
開催され、市内の各小学校の代表児童 16 人が元気な
声で発表しました。優秀賞には東

ひがし

乙
お と

葉
は

さん（旭志小３
年）、吉

よ し

田
だ

和
わ

香
か

さん（七城小５年）、古
ふ る

庄
しょう

菜
な

々
な

恵
え

さん（泗
水東小６年）が選ばれました。優秀賞の３人は９月３
日に七城公民館
講堂で行われた
菊池郡市童話発
表大会に菊池市
代表として出場
し、東さんが最
優秀賞を受賞し
ました。

７月 25 日　平成 28 年度菊池市童話発表会

優勝した KOOB クラブ

KOOBクラブが２年連続３回目の優勝
　第 18 回熊日旗市民ナイター野球大会が菊池市多目
的グランドで開催され、13 チームが参加。５日間に
わたり熱戦を繰り広げました。決勝戦は昨年と同じく
crazy Yu-chans と KOOB クラブが対戦。初回に１
点を先制した KOOB クラブに crazy Yu-chans もす
ぐさま反撃しま
すが一歩及ばず。
２回に長短打で
一挙４点を挙げ
た KOOB ク ラ
ブが、最後まで
リードを許さず
勝利しました。

９月　第 18 回熊日旗市民ナイター野球大会

左から江
え

頭
がしら

市長、牧野さん

牧野幸雄さんがリオ五輪の結果報告
　リオ五輪のセーリング男子 49er 級に出場した牧

ま き

野
の

幸
ゆ き

雄
お

さんが結果報告のため市役所を訪れました。牧野
さんは泗水町出身で、五輪には３大会連続で出場。今
回の五輪を最後に競技生活を引退されます。　
　牧野さんは「日本から遠く離れた海で最後にレー
スができたのは
うれしい。メダ
ルや入賞はなら
なかったが、応
援してくれた皆
さんに感謝の気
持ちを伝えたい」
と話しました。

９月５日　リオ五輪のセーリング男子 49er 級

冨
とみ

田
た

芳
よし

美
み

さん・
れい

子
こ

さん夫妻が夫から妻へ
の手紙を披露しました

これからも仲むつまじく
　金婚夫婦表彰式が菊池市文化会館で開催され、214
人が出席しました。ことしは 142 組の夫婦が金婚を
迎えられ、代表して牧

ま き

野
の

洋
よ う

一
い ち

さん・眞
ま

知
ち

子
こ

さん夫妻に
表彰状と記念品が贈られました。式典では森

も り

保
や す

士
し

さん・
光
み つ

子
こ

さん夫妻が妻から夫への手紙を披露。最後に金婚
夫婦を代表して
横
よ こ

田
た

輝
て る

雄
お

さん・
壽
ひ さ

美
み

さん夫妻が
「多くの皆さんに
支えられ、金婚
式を迎えること
ができた」と謝
辞を述べました。

９月 10 日　平成２８年菊池市金婚夫婦表彰式典

左から岩根さん、江
え

頭
がしら

実
みのる

市長

岩根聡太郎さんが全国大会出場
　岩

い わ

根
ね

聡
そ う

太
た

郎
ろ う

さん（文徳高校３年）が兵庫県で開催さ
れる第 61 回全国高等学校軟式野球選手権大会の出場
報告のため市役所を訪れました。大会は８月 24 日か
ら６日間の日程であり、全国から都道府県大会や地方
大会を勝ち上がった強豪 16 チームが参加。岩根さん
は「たくさんの
応援があり全国
に行くことがで
きた。熊本に元
気を届けられる
ように頑張りた
い」と抱負を語
りました。

８月19日 第61回全国高等学校軟式野球選手権大会

熊本の水について学ぼう！
　水の大切さを学ぶバスツアー（くまもと地下水財団
主催）が市内で開催され、熊本市の親子15人が参加し、
地下水の仕組みや役割などを学びました。参加者はま
ず JA 菊池を訪れ、稲作が地下水保全につながること
や、コメを飼料で育てる「えこめ牛」が環境にやさし
い理由などを学
習。続いて旭志
川辺の牛舎を見
学し、生産現場
の実態を学びま
した。昼食はえ
こめ牛の焼肉を
堪能しました。

９月18 日　キッズ・学生バスツアー

敬老会参加者の前で演奏を披露する子ども
たち

敬老会で筝の演奏を披露
　泗水町親子おこと教室（文化庁委嘱事業）の受講生
３人（泗水東小３年）が、上住吉区敬老会で筝の演奏
を披露しました。この演奏会は上住吉区の住民から依
頼を受けてことし初めて開催。十三絃と十七絃のアン
サンブルで「さくら変奏曲」が披露されると会場か
らは大きな拍手
が送られました。
演奏を聴いた参
加者は「子ども
たちが一生懸命
演奏している姿
に感動した」と
話しました。

９月 11 日　泗水町親子おこと教室

牛舎を見学する参加者たち

ドッチビー競技の大
おお

久
く

保
ぼ

春
はる

翔
と

くん（下出田）
が元気いっぱい選手宣誓しました

熱戦を繰り広げました
　平成 28 年度菊池市民体育大会が菊池市総合体育館
で開催され、多くの市民が参加。ミニバレー・ドッヂ
ビー・アジャタの３競技が行われました。大会結果は
次のとおりです。ミニバレー優勝：富の原一（チャン
ピオンシップ 49 歳以下）、成吉思汗（チャンピオン
シ ッ プ 50 歳 以
上）、永スポーツ
愛好会（フレン
ドリーシップ）
ドッヂビー優勝 :
子ども会台区Ｂ
ア ジ ャ タ 優 勝 :
立石 A

９月 18 日　平成 28 年度菊池市民体育大会
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松本さん作の「見えない羽根」を全校児童
で合唱しました

松本俊明さんが隈府小でコンサート
　作曲家の松

ま つ

本
も と

俊
と し

明
あ き

さんが、隈府小でピアノコンサー
トを行いました。即興で言葉からイメージした曲を弾
くコーナーでは、児童から出た「菊池渓谷」のリクエ
ストに曲を披露。会場から大きな歓声が上がりました。
　松本さんは「地震で怖い思いをしたと思うけど、笑
顔で元気な子ど
もたちを見て安
心した。子ども
たちが未来へ進
むきっかけに少
しでもなればう
れしい」と話し
ました。

９月 23 日　ピアノコンサート

砦保育園児の合唱なども披露されました

交通安全を呼びかけました
　秋の全国交通安全運動に合わせて、七城公民館で推
進大会が開催されました。式典では江

え

頭
がしら

実
みのる

市長が「復
旧、復興のために大型ダンプの交通量が増えるなど例
年にないリスクある。ベルとらくんのようにするどい
目つきで、交通事故へにらみをきかせましょう」とあ
いさつ。野外に
移動後は、法螺
貝の合図で白バ
イ隊やパトカー
が出発。交通安
全の無事を願い、
パトロールに繰
り出しました。

９月 21 日　平成 28 年秋の交通安全運動推進大会

真剣な表情で筆をとる子どもたち

交通ルールを守ります
　きくち小学生交通安全席書大会が西部市民センター
で開催されました。主な受賞者は次のとおりです。
菊池市長賞　　　武

む

藤
と う

美
み

南
な み

さん（泗水小６年）
菊池警察署長賞　笹

さ さ

原
は ら

彩
あ や

可
か

さん（泗水小６年）
高学年の部金賞　森

も り

山
や ま

結
ゆ

月
づ き

さん（泗水小５年）
中学年の部金賞
武

む

藤
と う

大
だ い

輝
き

さん
（泗水小４年）
低学年の部金賞
ひろ

田
た

裡
り

子
こ

さん
（泗水小２年）

９月 24 日　第５回きくち小学生交通安全席書大会

スタンドアップパドルボード（SUP）を楽
しむ子どもたち

がんばろう熊本!Ｂ＆Ｇフェスタin菊池市
　B&Gフェスタin菊池市が斑蛇口湖ボート場で開催
され、市内外から家族連れなど約 200 人が参加しま
した。このイベントは、全国のB&G海洋センター所
在自治体からの支援（寄附金）で行われ、参加者はバ
ナナボートや遊覧船、カヌー、スタンドアップパドル
ボード、ヨーヨー
釣りなどを楽し
みました。参加
者は「元気をも
らった」「また開
催 し て ほ し い 」
と笑顔で話しま
した。

９月 25 日　被災地支援

優勝チーム「タスク３」の３人（菊池女子
高校）と菊池青年会議所の皆さん

高校生が地域活性化プランを発表
　高校生がまちおこしにつながるプランを提案して競
うコンテストが、菊池市文化会館で開催されました。
菊池青年会議所 (JC) 主催で３回目。今回は菊池高校、
菊池農業高校、菊池女子高から計４チームが出場。映
像制作、特産品のブランド化、ヒップホップなどのア
イデアが披露さ
れました。優勝
メンバーの３人
は「夏休み前か
らずっと頑張っ
てきたのでうれ
しい」と声を弾
ませました。

９月 25 日　菊池市活性化プロジェクト

日本真空拳菊池支部道場泗水塾の皆さん

菊池の少年少女が大活躍！ 空手道大会
　正流拳体力別空手道大会が宇城市で開催され、本市
から出場した日本真空拳菊池支部道場泗水塾の選手６
人が入賞しました。結果は次のとおりです。（敬称略）

【組手の部】優勝 : 太
お お

田
た

雅
ま さ

人
と

　準優勝 : 宮
み や

田
た

礼
れ

奈
な

３位 : 丸
ま る

山
や ま

瑞
み ず

姫
き

　【団体の部】３位 : 成
な り

田
た

苺
ま い

花
か

、澤
さ わ

邉
べ

瑠
る

菜
な

、丸
ま る

山
や ま

ひかり
　太田さんと今

い ま

村
む ら

歩
あ ゆ

夢
む

さ ん は、
12 月に福岡で開
催 さ れ る 第 20
回九州硬式空手
道選手権大会に
出場します。

９月 22 日　熊本地震復興チャリティー大会

辻
つ じ

　彩
あ や

花
か

（隈府小５年）

仲
な か

光
み つ

菜
な

々
な

子
こ

（菊池南中３年）
藤
ふ じ

川
か わ

千
ち

華
か

（隈府小６年）
荒
あ ら

木
き

真
ま

穂
ほ

（泗水中１年）

笹
さ さ

原
は ら

榛
は る

音
ね

（泗水小４年）
村
む ら

木
き

杏
きょう

平
へ い

（菊之池小３年）

迫
さ こ

田
だ

佳
か

那
な

子
こ

（泗水中２年）

第ニ次審査出品作品を紹介します
　明るい選挙啓発コンクールにたくさんの応募をいた
だきありがとうございました。菊池市明るい選挙推進
協議会で第一次審査を行い、次の作品を選考して第二
次審査へ出品しました。第二次審査の結果発表は平成
29 年１月予定です。

９月　2016 明るい選挙啓発作品コンクール

　皆さんの作品をとおして、選挙の大切さを認識して
もらい、明るい選挙の推進につなげていきます。
　第二次審査に出品した作品は次のとおりです。（敬
称略）
問選挙管理委員会　☎ 0968(25)7201

荒
あ ら

木
き

穂
ほ

乃
の

実
み

（泗水東小 5 年）
田

た

中
な か

新
し ん

明
め い

（泗水小６年）

たくさんのご応募ありがとうございました

習字部門

二次審査出品作品

ポスター部門

二次審査出品作品
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11月23日
㈬㈷

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

西本真生堂薬局 菊池市 0968（38）7031

11月27日
㈰

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

増永歯科医院 菊池市 0968（25）2285

西本真生堂薬局 菊池市 0968（38）7031

12月4日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

竹田津歯科医院 大津町 096（294）0787

12月11日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

平山内科クリニック（内・呼内・ア・緩
内） 合志市 096（273）6104

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

たかやまデンタルクリニック 大津町 096（294）8020

11月3日
㈭㈷

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（41）5167

きくち薬局 菊池市 0968（23）6350

11月6日
㈰

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

林田歯科クリニック 合志市 096（248）5088

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

11月13日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738

笹原整形外科医院（整） 菊陽町 096（232）1165

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

11月20日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

原田歯科医院 合志市 096（242）3285

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

江頭　実

◆
最
近
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き

ま
し
た
。
泗
水
地
区
に
あ
る
田
島
工
業

団
地
は
、
２
０
０
２
年
の
開
設
以
来
、

企
業
進
出
が
な
く
長
年
の
懸
案
で
し
た

が
、
10
月
に
入
り
立
て
続
け
に
２
社
の

企
業
進
出
が
決
ま
り
、
新
聞
で
も
大
き

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
１
社
目
は
熊
本

県
全
農
連
さ
ん
で
、
県
北
の
米
の
保
管

倉
庫
を
集
約
す
る
重
要
拠
点
で
す
。
も

う
１
社
は
菊
陽
町
に
あ
る
阿
蘇
製
薬
さ

ん
。
工
場
完
成
後
は
、
本
社
機
能
も
全

て
菊
池
に
移
転
さ
れ
る
計
画
で
す
。
こ

の
２
社
の
進
出
で
、
全
敷
地
の
半
分
以

上
が
一
度
に
売
却
で
き
、
雇
用
な
ど
将

来
の
経
済
発
展
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
に
担
当
部
署
の
職
員
が

回
っ
た
企
業
の
数
は
、
実
に
千
社
以
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。
◆
ま
た
、
２
０
２
０

年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ボ
ー
ト
競
技
で
、
菊
池
市
が
ノ
ル

ウ
ェ
ー
選
手
団
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に

選
ば
れ
、
先
日
調
印
式
を
終
え
ま
し

た
。
選
定
理
由
と
し
て
、
施
設
の
み
な

ら
ず
、
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
長
年
に
わ
た
り
国
内

の
競
技
開
催
実
績
を
積
み
上
げ
、
日
本

ボ
ー
ト
競
技
界
か
ら
の
評
価
を
重
ね
た

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
。
◆
う
れ
し

い
ニ
ュ
ー
ス
の
水
面
下
に
は
、
ア
ヒ
ル

の
水
か
き
の
よ
う
に
、
目
に
見
え
な
い

関
係
者
の
地
道
な
努
力
が
あ
る
こ
と
に
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
さ
さ

げ
ま
す
。

アヒルの水かきvol.32

お誕生日
おめでとう!

中
なか

野
の

柊
とう

雅
が

くん（○菊 袈裟尾）

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
で
ね
♡

1歳 H27年11月30日生まれ

佐
さ

藤
とう

吹
いぶき

皇くん（○七 流川）

ま
ゆ
姉
、り
ー
姉
、

こ
は
姉
大
好
き
♡

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

1歳 H27年11月30日生まれ

佐
さ

藤
とう

柚
ゆ

朱
ず

ちゃん（○泗 富の原台）

３
月
に
お
姉
ち
ゃ
ん
に

な
る
よ
！

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
♡

2歳 H26年11月28日生まれ

出
で

口
ぐち

夢
ゆめ

之
の

助
すけ

くん（○旭 高柳）

も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん

に
な
る
よ
！

た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
☆

2歳 H26年11月3日生まれ
松
まつ

本
もと

悠
ゆう

誠
せい

くん（○菊 栄町）

ボ
ー
ル
遊
び
大
好
き
♪

ば
ぁ
ば
、

ま
た
遊
び
に
き
て
ね
！

1歳 H27年11月8日生まれ

出
で

口
ぐち

未
み

来
き

翔
と

くん（○泗 永）

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ

ん
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

だ
い
す
き
だ
よ
♡

2歳 H26年11月8日生まれ

大
おお

矢
や

野
の

晃
こう

大
だい

くん（○菊 龍門１）

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん 

遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

1歳 H27年11月28日生まれ
後
ご

藤
とう

夢
ゆ

結
の

ちゃん（○菊 大琳寺）

こ
う
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

こ
れ
か
ら
い
っ
ぱ
い

遊
ぼ
う
ね
！

2歳 H26年11月5日生まれ

川
かわ

越
ごえ

　雛
ひな

ちゃん（○泗 桜山八）

じ
ぃ
じ
☆
ば
ぁ
ば
☆

大
好
き
！ 

ね
ぇ
ね
！

に
ぃ
に
遊
ぼ
う
ね

3歳 H25年11月25日生まれ

中
なか

　結
ゆ

依
い

那
な

ちゃん（○菊 生味）

お
と
も
だ
ち
大
好
き
♡

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

遊
ぼ
う
ね
!!

3歳 H25年11月28日生まれ

榮
さかえ

　杏
あん

樹
じゅ

ちゃん（○七 下橋田）

み
ん
な
、

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

1歳 H27年11月19日生まれ

荒
あら

木
き

桃
とう

李
り

くん（○菊 亘）

大
好
き
か
い
り
兄
♡

食
べ
る
事
は
誰
に
も

負
け
な
い
ぞ
ー
!!

2歳 H26年11月14日生まれ

髙
たか

木
き

壽
しゅう

乃
だい

くん（○菊 片角）

優
し
い
子
に
な
り
た
い

僕
、し
ゅ
う
だ
い
く

～

ん

1歳 H27年11月14日生まれ

草
くさ

野
の

陽
ひなた

向くん（○菊 袈裟尾）

今
月
お
兄
ち
ゃ
ん
に

な
る
よ
ー
☆
赤
ち
ゃ
ん

た
の
し
み
ね
ー
♡

2歳 H26年11月12日生まれ

松
まつ

本
もと

空
そう

大
た

くん（○菊 上赤星）

み
ゆ
き
保
育
園

大
好
き
♡
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
ね
♡
♡

3歳 H25年11月20日生まれ

3歳 H25年11月20日生まれ
松
まつ

本
もと

芽
め

依
い

ちゃん（○菊 上赤星）

楽
し
い
事
が
大
好
き
。

私
の
事
見
か
け
た
ら

声
か
け
て
ね
♡
♡

私たちは双子

野
の

村
むら

昌
まさ

功
のり

くん（○菊 上西寺） 野
の

村
むら

昭
あき

滉
ひろ

くん（○菊 上西寺）

仲
良
し
双
子
♡

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

2歳 H26年11月18日生まれ 2歳 H26年11月18日生まれ

私たちは

双子

専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成 29 年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日  ※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広報担当

まで申し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写真
のみ後日提出でも可能です。ホームページでも申し込みできます。
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